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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の下りリンクコンポーネントキャリアと少なくとも１つの上りリンクコンポーネン
トキャリアで基地局装置と通信する移動局装置であって、
　前記複数の下りリンクコンポーネントキャリアのうちのある１つの下りリンクコンポー
ネントキャリアにおける物理下りリンク制御チャネルを使用して、前記１つの上りリンク
コンポーネントキャリアにおける物理上りリンク共用チャネルを割り当てるために使用さ
れる制御情報を前記基地局装置から受信し、
　前記１つの上りリンクコンポーネントキャリアにおける前記物理上りリンク共用チャネ
ルを使用して、上りリンクデータを前記基地局装置へ送信し、
　前記ある１つの下りリンクコンポーネントキャリアにおける物理ハイブリッド自動再送
要求指示チャネル（ＰＨＩＣＨ：Physical hybrid ARQ indicator channel）を使用して
、前記上りリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを前記基地局装置から受信することを
特徴とする移動局装置。
【請求項２】
　複数の下りリンクコンポーネントキャリアと少なくとも１つの上りリンクコンポーネン
トキャリアで移動局装置と通信する基地局装置であって、
　前記複数の下りリンクコンポーネントキャリアのうちのある１つの下りリンクコンポー
ネントキャリアにおける物理下りリンク制御チャネルを使用して、前記１つの上りリンク
コンポーネントキャリアにおける物理上りリンク共用チャネルを割り当てるために使用さ
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れる制御情報を前記移動局装置へ送信し、
　前記１つの上りリンクコンポーネントキャリアにおける前記物理上りリンク共用チャネ
ルを使用して、上りリンクデータを前記移動局装置から受信し、
　前記ある１つの下りリンクコンポーネントキャリアにおける物理ハイブリッド自動再送
要求指示チャネル（ＰＨＩＣＨ：Physical hybrid ARQ indicator channel）を使用して
、前記上りリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを前記移動局装置へ送信することを特
徴とする基地局装置。
【請求項３】
　複数の下りリンクコンポーネントキャリアと少なくとも１つの上りリンクコンポーネン
トキャリアで基地局装置と通信する移動局装置の通信方法であって、
　前記複数の下りリンクコンポーネントキャリアのうちのある１つの下りリンクコンポー
ネントキャリアにおける物理下りリンク制御チャネルを使用して、前記１つの上りリンク
コンポーネントキャリアにおける物理上りリンク共用チャネルを割り当てるために使用さ
れる制御情報を前記基地局装置から受信し、
　前記１つの上りリンクコンポーネントキャリアにおける前記物理上りリンク共用チャネ
ルを使用して、上りリンクデータを前記基地局装置へ送信し、
　前記ある１つの下りリンクコンポーネントキャリアにおける物理ハイブリッド自動再送
要求指示チャネル（ＰＨＩＣＨ：Physical hybrid ARQ indicator channel）を使用して
、前記上りリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを前記基地局装置から受信することを
特徴とする通信方法。
【請求項４】
　複数の下りリンクコンポーネントキャリアと少なくとも１つの上りリンクコンポーネン
トキャリアで移動局装置と通信する基地局装置の通信方法であって、
　前記複数の下りリンクコンポーネントキャリアのうちのある１つの下りリンクコンポー
ネントキャリアにおける物理下りリンク制御チャネルを使用して、前記１つの上りリンク
コンポーネントキャリアにおける物理上りリンク共用チャネルを割り当てるために使用さ
れる制御情報を前記移動局装置へ送信し、
　前記１つの上りリンクコンポーネントキャリアにおける前記物理上りリンク共用チャネ
ルを使用して、上りリンクデータを前記移動局装置から受信し、
　前記ある１つの下りリンクコンポーネントキャリアにおける物理ハイブリッド自動再送
要求指示チャネル（ＰＨＩＣＨ：Physical hybrid ARQ indicator channel）を使用して
、前記上りリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを前記移動局装置へ送信することを特
徴とする通信方法。
【請求項５】
　複数の下りリンクコンポーネントキャリアと少なくとも１つの上りリンクコンポーネン
トキャリアで基地局装置と移動局装置が通信する移動通信システムであって、
　前記基地局装置は、
　前記複数の下りリンクコンポーネントキャリアのうちのある１つの下りリンクコンポー
ネントキャリアにおける物理下りリンク制御チャネルを使用して、前記１つの上りリンク
コンポーネントキャリアにおける物理上りリンク共用チャネルを割り当てるために使用さ
れる制御情報を前記移動局装置へ送信し、
　前記移動局装置は、
　前記１つの上りリンクコンポーネントキャリアにおける物理上りリンク共用チャネルを
使用して、上りリンクデータを前記基地局装置へ送信し、
　前記基地局装置は、
　前記ある１つの下りリンクコンポーネントキャリアにおける物理ハイブリッド自動再送
要求指示チャネル（ＰＨＩＣＨ：Physical hybrid ARQ indicator channel）を使用して
、前記上りリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを前記移動局装置へ送信することを特
徴とする移動通信システム。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基地局装置および移動局装置から構成される移動通信システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ（3rd Generation Partnership Project）は、Ｗ－ＣＤＭＡ（Wideband-Code 
Division Multiple Access）と、ＧＳＭ（Global System for Mobile Communications）
とを発展させたネットワークを基本した移動通信システムの仕様の検討・作成を行なうプ
ロジェクトである。３ＧＰＰでは、Ｗ－ＣＤＭＡ方式が第３世代セルラー移動通信方式と
して標準化され、順次サービスが開始されている。また、通信速度をさらに高速化させた
ＨＳＤＰＡ（High-speed Downlink Packet Access）も標準化され、サービスが開始され
ている。３ＧＰＰでは、第３世代無線アクセス技術の進化（以下、「ＬＴＥ（Long Term 
Evolution）」、若しくは、「ＥＵＴＲＡ（Evolved Universal Terrestrial Radio Acces
s）」と呼称する。）、および、より広帯域なシステム帯域幅を利用して、さらに高速な
データの送受信を実現する移動通信システム（以下、「ＬＴＥ－Ａ（Long Term Evolutio
n-Advanced）」、若しくは、「Ａｄｖａｎｃｅｄ－ＥＵＴＲＡ」と呼称する。）に関する
検討が進められている。
【０００３】
　ＬＴＥにおける通信方式としては、互いに直交するサブキャリアを用いてユーザ多重化
を行なうＯＦＤＭＡ（Orthogonal Frequency Multiple Access）方式、および、ＳＣ－Ｆ
ＤＭＡ（Single Carrier-Frequency Domain Multiple Access）方式が検討されている。
一方、下りリンクでは、マルチキャリア通信方式であるＯＦＤＭＡ方式が、上りリンクで
は、シングルキャリア通信方式であるＳＣ－ＦＤＭＡ方式が提案されている。
【０００４】
　これに対して、ＬＴＥ－Ａにおける通信方式としては、下りリンクでは、ＯＦＤＭＡ方
式が、上りリンクでは、シングルキャリア通信方式であるＳＣ－ＦＤＭＡ方式に加えて、
マルチキャリア通信方式であるＯＦＤＭＡ方式、Ｃｌｕｓｔｅｒｅｄ－ＳＣ－ＦＤＭＡ（
Clustered-Single Carrier-Frequency Domain Multiple Access、DFT-S-OFDM with Spect
rum Division Controlとも呼称される）方式を導入することが提案されている（非特許文
献１、非特許文献２）。ＬＴＥ、および、ＬＴＥ－Ａにおいて、上りリンクの通信方式と
して検討されているＳＣ－ＦＤＭＡ方式は、データを送信する際のＰＡＰＲ（Peak to Av
erage Power Ratio、ピーク電力対平均電力比）を低く抑えることができるという特徴を
持っている。
【０００５】
　また、ＬＴＥ－Ａでは、一般的な移動通信システムでは使用する周波数帯域は連続であ
るのに対し、連続／不連続な複数の周波数帯域（以下、「キャリア要素（Carrier Compon
ent）」、または、「コンポーネントキャリア（Component Carrier）」と呼称する。）を
複合的に用いて、１つの広帯域な周波数帯域（広帯域なシステム帯域）として運用する（
周波数帯域集約：Spectrum aggregation、Carrier aggregation）ことが提案されている
。また、移動通信システムに割り当てられた周波数帯域をより柔軟に使用するために、下
りリンクの通信に使用される周波数帯域と上りリンクの通信に使用される周波数帯域が、
異なる周波数帯域幅を持つことも提案されている（非特許文献３、非特許文献４）。
【非特許文献１】"UL Access Scheme for LTE-Advanced", 3GPP TSG RAN WG1 Meeting #5
3-bis, R1-082365, June 30-July 4, 2008.
【非特許文献２】"Consideration on Multicarrier Transmission scheme for LTE Adv u
plink", 3GPP TSG RAN WG1 Meeting #53-bis, R1-082398, June 30-July 4, 2008.
【非特許文献３】"Proposals for LTE-Advanced Technologies", 3GPP TSG RAN WG1 Meet
ing #53-bis, R1-082575, June 30-July 4, 2008.
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【非特許文献４】"Carrier aggregation in LTE-Advanced", 3GPP TSG RAN WG1 Meeting 
#53-bis, R1-082468, June 30-July 4, 2008.
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来の技術では、連続／不連続な複数の周波数帯域（キャリア要素）に
よって構成される広帯域なシステム帯域幅（例えば、１００ＭＨｚの帯域幅を持ったシス
テム帯域幅）を使用して、基地局装置と移動局装置が通信を行なう際に、下りリンクの通
信に使用する周波数帯域と上りリンクの通信に使用する周波数帯域の対応が明確化されて
いなかった。このため、基地局装置から下りリンクの周波数帯域を使用して送信された情
報に対応して、移動局装置が上りリンクの周波数帯域を使用して情報を送信する際に、基
地局装置から移動局装置に対して、どのように上りリンクの周波数帯域を使用して情報を
送信させるのかを制御させる必要があった。すなわち、基地局装置が移動局装置に対して
、制御情報（制御信号）を送信しなければならないという問題があった。
【０００７】
　図１１は、基地局装置と移動局装置が、上りリンク、および、下りリンクの通信に、帯
域幅がそれぞれ１００ＭＨｚの周波数帯域を使用して通信を行なっている様子を示す図で
ある。また、上りリンク、および、下りリンクの周波数帯域が、それぞれ２０ＭＨｚの帯
域幅を持った５つの周波数帯域（キャリア要素）によって構成されていることを示してい
る。ここでは、説明を分かり易くするために、下りリンクの通信に使用する周波数帯域（
１００ＭＨｚ）を構成する５つのキャリア要素（２０ＭＨｚ）それぞれを、ＤＬ－１、Ｄ
Ｌ－２、ＤＬ－３、ＤＬ－４、ＤＬ－５とする。また、上りリンクの通信に使用する周波
数帯域（１００ＭＨｚ）を構成するキャリア要素（２０ＭＨｚ）それぞれを、ＵＬ－１、
ＵＬ－２、ＵＬ－３、ＵＬ－４、ＵＬ－５とする。
【０００８】
　従来の技術では、それぞれ２０ＭＨｚの帯域幅を持った５つのキャリア要素から構成さ
れる上りリンクの周波数帯域（１００ＭＨｚ）、および、下りリンクの周波数帯域（１０
０ＭＨｚ）を使用して基地局装置と移動局装置が通信を行なう。この際に、基地局装置に
よって、ＤＬ－１を使用して送信された情報に対応する上りリンクの情報を、移動局装置
は、どのキャリア要素（ＵＬ－１、ＵＬ－２、ＵＬ－３、ＵＬ－４、ＵＬ－５のいずれか
）を使用して送信すれば良いのかが分からなかった。例えば、基地局装置が、ＤＬ－１を
使用して送信した情報に対応して、移動局装置が、どのキャリア要素を使用して情報に対
するＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信すれば良いのかが分からなかった。
【０００９】
　すなわち、従来の技術では、基地局装置からの制御情報（制御信号）によって、下りリ
ンクで送信された情報に対応して、上りリンクのどのキャリア要素を使用して情報を送信
するのかを移動局装置に指示する必要があった。例えば、基地局装置は、ＤＬ－１を使用
して送信された情報に対応するＡＣＫ／ＮＡＣＫを、ＵＬ－１、ＵＬ－２、ＵＬ－３、Ｕ
Ｌ－４、ＵＬ－５のどのキャリア要素を使用して送信するのかを、制御情報（制御信号）
によって移動局装置に指示する必要があった。
【００１０】
　この基地局装置から移動局装置への制御情報（制御信号）は、基地局装置と移動局装置
が、広帯域な周波数帯域を使用して通信を行なう際に、その広帯域な周波数帯域を構成す
るキャリア要素の数（キャリア要素の集約数）が多くなるほど増大する。基地局装置と移
動局装置との間で高速な情報の送受信を実現するために、より広帯域な周波数帯域を使お
うとすればするほど、その広帯域な周波数帯域を構成するキャリア要素の数が多くなって
しまい、それに応じて、基地局装置から移動局装置への制御情報（制御信号）が増大して
しまう。
【００１１】
　また、この基地局装置から移動局装置への制御情報（制御信号）は、広帯域な周波数帯
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域を、不連続な複数の周波数帯域（キャリア要素）から構成した場合にも生じる。高速な
情報の送受信を実現するために不連続な周波数帯域（キャリア要素）によって広帯域な周
波数帯域を構成した場合にも、キャリア要素の数に応じて、基地局装置から移動局装置へ
の制御情報（制御信号）は増加してしまう。
【００１２】
　さらに、この制御情報（制御信号は）、基地局装置と移動局装置が通信を行なう際に使
用する下りリンクの周波数帯域と上りリンクの周波数帯域の帯域幅が異なっていても生じ
る。例えば、基地局装置が、２０ＭＨｚの帯域幅を持った５つのキャリア要素から構成さ
れる１００ＭＨｚの周波数帯域を使用して情報を送信し、移動局装置が、２０ＭＨｚの帯
域幅を持った３つのキャリア要素から構成される６０ＭＨｚの周波数帯域を使用して受信
した情報に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する場合にも、基地局装置から移動局装置から
の制御情報（制御信号）は発生し、その制御情報（制御信号）は、下りリンク、および、
上りリンクの周波数帯域を構成するキャリア要素の数に応じて、増加してしまう。
【００１３】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、基地局装置と移動局装置が、
複数のキャリア要素によって構成された広帯域な周波数帯域を使用して通信を行なう際に
、基地局装置から移動局装置へ通知する制御情報（制御信号）を増加させることなく、効
率的な情報の通信を実現することができる移動通信システム、基地局装置、移動局装置お
よび通信方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　（１）上記の目的を達成するために、本実施形態では、以下のような手段を講じた。す
なわち、本実施形態の移動通信システムは、基地局装置と移動局装置が、複数のコンポー
ネントキャリアを集約して通信を行なう移動通信システムであって、複数の上りリンクコ
ンポーネントキャリアそれぞれと、複数の下りリンクコンポーネントキャリアまたは複数
の下りリンクコンポーネントキャリアグループのそれぞれと、を対応させて、前記基地局
装置と前記移動局装置とが通信を行ない、前記下りリンクコンポーネントキャリアグルー
プは、複数の下りリンクコンポーネントキャリアから構成されることを特徴とする。
【００１５】
　（２）また、本発明の移動通信システムは、相互に対応するいずれか一組の下りリンク
コンポーネントキャリアおよび上りリンクコンポーネントキャリアを用いて、前記基地局
装置と前記移動局装置とが通信を行なうことを特徴とする。
【００１６】
　（３）また、本発明の移動通信システムは、前記基地局装置は、前記複数の下りリンク
コンポーネントキャリアまたは前記複数の下りリンクコンポーネントキャリアグループの
それぞれで、上りリンク送信許可信号を同一サブフレームで前記移動局装置へ送信し、前
記移動局装置は、前記複数の上りリンク送信許可信号に従って、前記複数の上りリンクコ
ンポーネントキャリアそれぞれで、前記基地局装置へのデータ送信を同一サブフレームで
行なうことを特徴とする。
【００１７】
　（４）また、本発明の移動通信システムにおいて、前記基地局装置は、前記複数の下り
リンクコンポーネントキャリアまたは前記複数の下りリンクコンポーネントキャリアグル
ープのそれぞれで、上りリンク送信許可信号を同一サブフレームで前記移動局装置へ送信
し、前記移動局装置から前記複数の上りリンクコンポーネントキャリアそれぞれで送信さ
れるデータに対する複数のＰＨＩＣＨを同一サブフレームで前記移動局装置へ送信し、前
記移動局装置は、前記複数の上りリンク送信許可信号に従って、前記複数の上りリンクコ
ンポーネントキャリアそれぞれで、前記基地局装置へのデータ送信を同一サブフレームで
行なうことを特徴とする。
【００１８】
　（５）また、本発明の移動通信システムにおいて、前記基地局装置から同一サブフレー
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ムで送信される上りリンク送信許可信号の数は、上りリンクコンポーネントキャリアの数
と同数であることを特徴とする。
【００１９】
　（６）また、本発明の移動通信システムにおいて、前記移動局装置から同一サブフレー
ムで送信されるデータの数は、上りリンクコンポーネントキャリアの数と同数であること
を特徴とする。
【００２０】
　（７）また、本発明の移動通信システムにおいて、前記基地局装置から同一サブフレー
ムで送信されるＰＨＩＣＨの数は、上りリンクコンポーネントキャリアの数と同数である
ことを特徴とする。
【００２１】
　（８）また、本発明の移動通信システムにおいて、前記移動局装置から同一サブフレー
ムで送信されるデータは、物理上りリンク共用チャネルを使用して送信されることを特徴
とする。
【００２２】
　（９）また、本発明の移動通信システムにおいて、前記移動局装置から同一サブフレー
ムで送信されるデータは、物理上りリンク制御チャネルを使用して送信されることを特徴
とする。
【００２３】
　（１０）また、本発明の移動通信システムにおいて、前記移動局装置は、物理上りリン
ク共用チャネルでの上りリンクデータの送信と、物理上りリンク制御チャネルでの制御デ
ータの送信と、を同一サブフレームで行なうことを特徴とする。
【００２４】
　（１１）また、本発明の移動通信システムにおいて、前記上りリンクデータと同一サブ
フレームで送信される前記制御データは、下りリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを
示す情報であることを特徴とする。
【００２５】
　（１２）また、本発明の移動通信システムにおいて、前記上りリンクデータと同一サブ
フレームで送信される制御データは、チャネル状態情報であることを特徴とする。
【００２６】
　（１３）また、本発明の移動通信システムにおいて、前記上りリンクデータと同一サブ
フレームで送信される制御データは、スケジューリング要求であることを特徴とする。
【００２７】
　（１４）また、本発明の移動通信システムは、基地局装置と移動局装置が、複数のコン
ポーネントキャリアを集約して通信を行なう移動通信システムであって、前記移動局装置
は、少なくとも１つの上りリンクコンポーネントキャリアに配置された物理上りリンク制
御チャネルを使用して、複数の下りリンクコンポーネントキャリアに関するチャネル状態
情報を送信することを特徴とする。
【００２８】
　（１５）また、本発明の移動通信システムは、基地局装置と移動局装置が、複数のコン
ポーネントキャリアを集約して通信を行なう移動通信システムであって、前記移動局装置
は、少なくとも１つの上りリンクコンポーネントキャリアに配置された物理上りリンク制
御チャネルを使用して、複数の上りリンクコンポーネントキャリアに関する上りリンクデ
ータ送信を要求するためのスケジューリング要求を前記移動局装置へ送信ことを特徴とす
る。
【００２９】
　（１６）また、本発明の基地局装置は、基地局装置と移動局装置が、複数のコンポーネ
ントキャリアを集約して通信を行なう移動通信システムにおける基地局装置であって、複
数の上りリンクコンポーネントキャリアそれぞれと、複数の下りリンクコンポーネントキ
ャリアまたは複数の下りリンクコンポーネントキャリアグループのそれぞれと、を対応さ
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せて、前記移動局装置と通信を行ない、前記下りリンクコンポーネントキャリアグループ
は、複数の下りリンクコンポーネントキャリアから構成されることを特徴とする。
【００３０】
　（１７）また、本発明の移動局装置は、基地局装置と移動局装置が、複数のコンポーネ
ントキャリアを集約して通信を行なう移動通信システムにおける移動局装置であって、複
数の上りリンクコンポーネントキャリアそれぞれと、複数の下りリンクコンポーネントキ
ャリアまたは複数の下りリンクコンポーネントキャリアグループのそれぞれと、を対応さ
せて、前記基地局装置と通信を行ない、前記下りリンクコンポーネントキャリアグループ
は、複数の下りリンクコンポーネントキャリアから構成されることを特徴とする。
【００３１】
　（１８）また、本発明の通信方法は、基地局装置と移動局装置が、複数のコンポーネン
トキャリアを集約して通信を行なう通信方法であって、複数の上りリンクコンポーネント
キャリアそれぞれと、複数の下りリンクコンポーネントキャリアまたは複数の下りリンク
コンポーネントキャリアグループのそれぞれと、を対応させて、前記基地局装置と前記移
動局装置とが通信を行ない、前記下りリンクコンポーネントキャリアグループは、複数の
下りリンクコンポーネントキャリアから構成されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明によれば、基地局装置と移動局装置が、複数の上りリンクのキャリア要素のそれ
ぞれを、複数の下りリンクのキャリア要素または複数の下りリンクのキャリア要素を含む
複数の下りリンクのキャリア要素グループのそれぞれと対応させて通信を行なうので、基
地局装置から移動局装置へ通知する制御情報（制御信号）を増加させることなく、効率的
な通信を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の実施形態における物理チャネルの構成を概念的に示す図である。
【図２】本発明の実施形態に係る基地局装置１００の概略構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の実施形態に係る移動局装置２００の概略構成を示すブロック図である。
【図４】第１の実施形態を説明するための図である。
【図５Ａ】第１の実施形態を適用した移動通信システムの例を示す図である。
【図５Ｂ】第１の実施形態を適用した移動通信システムの例を示す図である。
【図５Ｃ】第１の実施形態を適用した移動通信システムの例を示す図である。
【図６Ａ】第１の実施形態を適用した移動通信システムの例を示す図である。
【図６Ｂ】第１の実施形態を適用した移動通信システムの例を示す図である。
【図７】第２の実施形態を説明するための図である。
【図８】移動局装置の動作を説明するための図である。
【図９Ａ】移動局装置がデータを送信する際の例を示す図である。
【図９Ｂ】移動局装置がデータを送信する際の例を示す図である。
【図９Ｃ】移動局装置がデータを送信する際の例を示す図である。
【図９Ｄ】移動局装置がデータを送信する際の例を示す図である。
【図１０Ａ】移動局装置がデータを送信する際の別の例を示す図である。
【図１０Ｂ】移動局装置がデータを送信する際の別の例を示す図である。
【図１０Ｃ】移動局装置がデータを送信する際の別の例を示す図である。
【図１０Ｄ】移動局装置がデータを送信する際の別の例を示す図である。
【図１１】従来技術を説明するための図である。
【符号の説明】
【００３４】
１００　基地局装置
１０１　データ制御部
１０２　送信データ変調部
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１０３　無線部
１０４　スケジューリング部
１０５　チャネル推定部
１０６　受信データ復調部
１０７　データ抽出部
１０８　上位層
１０９　アンテナ 
１１０　無線リソース制御部
２００　移動局装置
２０１　データ制御部
２０２　送信データ変調部
２０３　無線部
２０４　スケジューリング部
２０５　チャネル推定部
２０６　受信データ復調部
２０７　データ抽出部
２０８　上位層
２０９　アンテナ
２１０　無線リソース制御部
【発明を実施するための最良の形態】
【００３５】
　次に、本発明に係る実施形態について、図面を参照しながら説明する。図１は、本発明
の実施形態における物理チャネルの一構成例を概念的に示す図である。下りリンクの物理
チャネルは、物理報知チャネル（ＰＢＣＨ：Physical Broadcast Channel）、物理下りリ
ンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Physical Downlink Control Channel）、物理下りリン
ク共用チャネル（ＰＤＳＣＨ：Physical Downlink Shared Channel）、物理マルチキャス
トチャネル（ＰＭＣＨ：Physical Multicast Channel）、物理制御フォーマット指示チャ
ネル（ＰＣＦＩＣＨ：Physical Control Format Indicator Channel）、物理ハイブリッ
ド自動再送要求指示チャネル（ＰＨＩＣＨ：Physical Hybrid ARQ Indicator Channel）
によって構成される。上りリンクの物理チャネルは、物理上りリンク共用チャネル（ＰＵ
ＳＣＨ：Physical Uplink Shared Channel）、物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ
：Physical Uplink Control Channel）、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：P
hysical Random Access Channel）によって構成される。これらのチャネルは、基地局装
置と移動局装置の間で送受される。
【００３６】
　物理報知チャネル（ＰＢＣＨ）は、４０ミリ秒間隔で報知チャネル（ＢＣＨ）をマッピ
ングする。４０ミリ秒のタイミングは、ブラインド検出（blind detection）される。す
なわち、タイミング提示のために、明示的なシグナリングを行なわない。また、物理報知
チャネル（ＰＢＣＨ）を含むサブフレームは、そのサブフレームだけで復号できる（自己
復号可能（self-decodable））。
【００３７】
　物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）は、物理下りリンク共用チャネル（ＰＤＳ
ＣＨ）のリソース割り当て、下りリンクデータに対するハイブリッド自動再送要求（ＨＡ
ＲＱ：Hybrid Automatic Repeat Request）情報、および、物理上りリンク共用チャネル
（ＰＵＳＣＨ）のリソース割り当てである上りリンク送信許可を移動局装置に通知するた
めに使用されるチャネルである。
【００３８】
　移動局装置は、ＰＤＣＣＨに物理下りリンク共用チャネルのリソース割り当てが含まれ
る場合、基地局装置からのＰＤＣＣＨによって指示されたリソース割り当てに応じて、物
理下りリンク共用チャネル（ＰＤＳＣＨ）を使用してデータ（下りリンクデータ、および
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／または、下りリンク制御データ）を受信する。すなわち、このＰＤＣＣＨは、下りリン
クに対するリソース割り当てを行なう信号（以下、「下りリンク送信許可信号」と呼称す
る。「下りリンクグラント」とも呼称される。）である。また、移動局装置は、ＰＤＣＣ
Ｈに物理上りリンク共用チャネルのリソース割り当てが含まれる場合、基地局装置からの
ＰＤＣＣＨによって指示されたリソース割り当てに応じて、物理上りリンク共用チャネル
（ＰＵＳＣＨ）を使用してデータ（上りリンクデータ、および／または、上りリンク制御
データ）を送信する。すなわち、このＰＤＣＣＨは、上りリンクに対するデータ送信を許
可する信号（以下、「上りリンク送信許可信号」と呼称する。「上りリンクグラント」と
も呼称される。）である。
【００３９】
　物理下りリンク共用チャネル（ＰＤＳＣＨ）は、下りリンクデータ（下りリンク共用チ
ャネル（ＤＬ－ＳＣＨ））またはページング情報（ページングチャネル（ＰＣＨ））を送
信するために使用されるチャネルである。物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ）は、
マルチキャストチャネル（ＭＣＨ）を送信するために利用するチャネルであり、下りリン
ク参照信号、上りリンク参照信号、物理下りリンク同期信号が別途配置される。
【００４０】
　ここで、下りリンクデータ（ＤＬ－ＳＣＨ）とは、例えば、ユーザーデータの送信を示
しており、ＤＬ－ＳＣＨは、トランスポートチャネルである。ＤＬ－ＳＣＨでは、ＨＡＲ
Ｑ、動的適応無線リンク制御がサポートされ、また、ビームフォーミングを利用可能であ
る。ＤＬ－ＳＣＨは、動的なリソース割り当て、および、準静的なリソース割り当てがサ
ポートされる。
【００４１】
　物理上りリンク共用チャネル（ＰＵＳＣＨ）は、主に、上りリンクデータ（上りリンク
共用チャネル（ＵＬ－ＳＣＨ））を送信するために使用されるチャネルである。また、基
地局装置が、移動局装置をスケジューリングした場合には、下記で説明する制御データも
ＰＵＳＣＨを使用して送信される。制御データには、チャネル状態情報（下りリンクのチ
ャネル品質識別子ＣＱＩ（Channel Quality Indicator）、プレコーディングマトリック
ス識別子ＰＭＩ（Precoding Matrix Indicator）、ランク識別子ＲＩ（Rank Indicator）
、下りリンク送信に対するＨＡＲＱ肯定応答（ＡＣＫ：Positive Acknowledgement）／否
定応答（ＮＡＣＫ：Negative Acknowledgement）などがある。
【００４２】
　ここで、上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）とは、例えば、ユーザーデータの送信を示
しており、ＵＬ－ＳＣＨは、トランスポートチャネルである。ＵＬ－ＳＣＨでは、ＨＡＲ
Ｑ、動的適応無線リンク制御がサポートされ、また、ビームフォーミングを利用可能であ
る。ＵＬ－ＳＣＨは、動的なリソース割り当て、および、準静的なリソース割り当てがサ
ポートされる。
【００４３】
　また、上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）および下りリンクデータ（ＤＬ－ＳＣＨ）に
は、基地局装置と移動局装置の間でやり取りされる無線資源制御信号（以下、RRCシグナ
リング、Radio Resource Control Signalingと呼称する）、ＭＡＣ（ＭＡＣ：Medium Acc
ess Control）コントロールエレメントなどが含まれていても良い。
【００４４】
　物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）は、制御データを送信するために使用され
るチャネルである。ここで制御データとは、例えば、移動局装置から基地局装置へ送信（
フィードバック）されるチャネル状態情報（ＣＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩ）、移動局装置が、上
りリンクデータを送信するためのリソースの割り当てを要求する（ＵＬ－ＳＣＨでの送信
を要求する）スケジューリング要求（ＳＲ: Scheduling Request）、下りリンク送信に対
するＨＡＲＱのＡＣＫ／ＮＡＣＫなどが含まれる。
【００４５】
　移動局装置から基地局装置へ送信（フィードバック）されるチャネル状態情報（ＣＱＩ
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、ＰＭＩ、ＲＩ）について説明する。基地局装置は、各移動局装置のチャネル品質（受信
品質）に応じて、誤り訂正方式、誤り訂正の符号化率、データ変調多値数などの無線伝送
パラメータ（以下、ＡＭＣ（Adaptive Modulation and Coding）モードと称する。）を切
り替えることによって、より効率的な通信を実現することができる。ＣＱＩ（チャネル品
質情報とも呼称される、Channel Quality Indicator）とは、ＡＭＣを切り替えるために
、各移動局装置からフィードバックされるチャネル品質（受信品質）を示す情報であり、
移動局装置は、基地局装置から受信した信号の品質を示すチャネル品質（受信品質）をＣ
ＱＩとして、基地局装置へフィードバックする。
【００４６】
　また、基地局装置と移動局装置が、ＭＩＭＯ（Multiple Input Multiple Output）を利
用したＳＤＭ（Space Division Multiplexing：空間多重技術）やＳＦＢＣ（Space-Frequ
ency Block Coding、ＣＤＤ（Cycle Delay Diversity）といった送信ダイバーシティを利
用することによって、通信路容量を増大することが可能となる。ＭＩＭＯとは、多入力・
多出力システムまたは技術の総称であり、送信側、受信側に複数のアンテナを用いて、電
波の入出力の分岐数を複数にして伝送することを特徴とする。ＭＩＭＯ方式を利用して空
間多重送信できる信号系列の単位をストリームと呼び、ＭＩＭＯ通信時において移動局装
置が要求するストリームの数は、ＲＩ（Rank Indicator）として、移動局装置から基地局
装置へ送信（フィードバック）される。また、下りリンクにおけるＳＤＭの利用時につい
ては、各アンテナから送信される複数ストリームの情報を正しく分離するために、予め送
信信号系列を前処理する（これを、「プレコーディング、Precoding」と呼称する）。こ
のプレコーディングの情報は、移動局装置が推定したチャネル状況をもとに算出すること
ができ、移動局装置から基地局装置へＰＭＩ（Precoding Matrix Indicator）として、送
信（フィードバック）される。
【００４７】
　このように、最適な品質での通信を実現するために、各移動局装置はＰＵＣＣＨを使用
してチャネル状態情報（ＣＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩ）を基地局装置へ送信（フィードバック）
する。例えば、移動局装置は、ＰＵＣＣＨを使用してチャネル状態情報を周期的に基地局
装置へ送信（フィードバック）することができる。また、前述したとおり、基地局装置が
スケジューリングした場合には、移動局装置は、ＰＵＳＣＨを使用してチャネル状態情報
を基地局装置へ送信する。例えば、移動局装置は、基地局装置のスケジューリングによっ
て、ＰＵＳＣＨを使用してチャネル状態情報を非周期的に送信（フィードバック）するこ
とができる。
【００４８】
　物理制御フォーマット指示チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）は、ＰＤＣＣＨのために使用され
るＯＦＤＭシンボル数を移動局装置に通知するために利用するチャネルであり、各サブフ
レームで送信される。物理ハイブリッド自動再送要求指示チャネル（ＰＨＩＣＨ）は、上
りリンクデータのＨＡＲＱに使用されるＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信するために利用するチャ
ネルである。物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）は、ランダムアクセスプリア
ンブルを送信するために使用されるチャネルであり、ガードタイムを持つ。
【００４９】
　本実施形態に係る通信システムは、基地局装置１００と、移動局装置２００と、から構
成される。
【００５０】
　［基地局装置］
　図２は、本発明の実施形態に係る基地局装置１００の概略構成を示すブロック図である
。基地局装置１００は、データ制御部１０１と、送信データ変調部１０２と、無線部１０
３と、スケジューリング部１０４と、チャネル推定部１０５と、受信データ復調部１０６
と、データ抽出部１０７と、上位層１０８、アンテナ１０９と、を含んで構成される。こ
こで、無線部１０３、スケジューリング部１０４、チャネル推定部１０５、受信データ復
調部１０６、データ抽出部１０７、上位層１０８およびアンテナ１０９で受信部を構成す
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る。また、データ制御部１０１、送信データ変調部１０２、無線部１０３、スケジューリ
ング部１０４、上位層１０８およびアンテナ１０９で送信部を構成している。
【００５１】
　アンテナ１０９、無線部１０３、チャネル推定部１０５、受信データ復調部１０６、デ
ータ抽出部１０７で上りリンクの物理層の処理を行なう。アンテナ１０９、無線部１０３
、送信データ変調部１０２、データ制御部１０１で下りリンクの物理層の処理を行なう。
【００５２】
　データ制御部１０１は、スケジューリング部１０４からトランスポートチャネルを受信
する。データ制御部１０１は、トランスポートチャネルと、スケジューリング部１０４か
ら入力されるスケジューリング情報とに基づいて、物理層で生成される信号およびチャネ
ルを、物理チャネルにマッピングする。以上のようにマッピングされた各データは、送信
データ変調部１０２へ出力される。
【００５３】
　送信データ変調部１０２は、送信データをＯＦＤＭ方式に変調する。送信データ変調部
１０２は、データ制御部１０１から入力されたデータに対して、スケジューリング部１０
４からのスケジューリング情報（下りリンク物理リソースブロックＰＲＢ（Physical Res
ource Block）割り当て情報（例えば、周波数、時間から構成される物理リソースブロッ
ク位置情報））や、各ＰＲＢに対応する変調方式および符号化方式（例えば、変調方式：
１６ＱＡＭ、符号化率：２／３コーディングレート）などを含む）に基づいて、データ変
調、符号化、入力信号の直列／並列変換、ＩＦＦＴ（Inverse Fast Fourier Transform：
逆高速フーリエ変換）処理、ＣＰ（Cyclic Prefix）挿入、並びに、フィルタリングなど
の信号処理を行ない、送信データを生成して、無線部１０３へ出力する。
【００５４】
　無線部１０３は、送信データ変調部１０２から入力された変調データを無線周波数にア
ップコンバートして無線信号を生成し、アンテナ１０９を介して、移動局装置２００に送
信する。また、無線部１０３は、移動局装置２００からの上りリンクの無線信号を、アン
テナ１０９を介して受信し、ベースバンド信号にダウンコンバートして、受信データをチ
ャネル推定部１０５と受信データ復調部１０６とに出力する。
【００５５】
　スケジューリング部１０４は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：Medium Access Control）
層の処理を行なう。スケジューリング部１０４は、論理チャネルとトランスポートチャネ
ルのマッピング、下りリンクおよび上りリンクのスケジューリング（ＨＡＲＱ処理、トラ
ンスポートフォーマットの選択など）などを行なう。スケジューリング部１０４は、各物
理層の処理部を統合して制御するため、スケジューリング部１０４と、アンテナ１０９、
無線部１０３、チャネル推定部１０５、受信データ復調部１０６、データ制御部１０１、
送信データ変調部１０２およびデータ抽出部１０７との間のインターフェースが存在する
（ただし、図示しない）。
【００５６】
　スケジューリング部１０４は、下りリンクのスケジューリングでは、移動局装置２００
から受信したフィードバック情報（上りリンクのチャネル状態情報（ＣＱＩ、ＰＭＩ、Ｒ
Ｉ）や、下りリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報など）、各移動局装置の使用可
能なＰＲＢの情報、バッファ状況、上位層１０８から入力されたスケジューリング情報な
どに基づいて、各データを変調するための下りリンクのトランスポートフォーマット（送
信形態、例えば、物理リソースブロックの割り当ておよび変調方式および符号化方式など
）の選定処理およびＨＡＲＱにおける再送制御および下りリンクに使用されるスケジュー
リング情報の生成を行なう。これら下りリンクのスケジューリングに使用されるスケジュ
ーリング情報は、データ制御部１０１へ出力される。
【００５７】
　また、スケジューリング部１０４は、上りリンクのスケジューリングでは、チャネル推
定部１０５が出力する上りリンクのチャネル状態（無線伝搬路状態）の推定結果、移動局
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装置２００からのリソース割り当て要求、各移動局装置２００の使用可能なＰＲＢの情報
、上位層１０８から入力されたスケジューリング情報などに基づいて、各データを変調す
るための上りリンクのトランスポートフォーマット（送信形態、例えば、物理リソースブ
ロックの割り当ておよび変調方式および符号化方式など）の選定処理および上りリンクの
スケジューリングに使用されるスケジューリング情報の生成を行なう。これら上りリンク
のスケジューリングに使用されるスケジューリング情報は、データ制御部１０１へ出力さ
れる。
【００５８】
　また、スケジューリング部１０４は、上位層１０８から入力された下りリンクの論理チ
ャネルをトランスポートチャネルにマッピングし、データ制御部１０１へ出力する。また
、スケジューリング部１０４は、データ抽出部１０７から入力された上りリンクで取得し
た制御データとトランスポートチャンネルを、必要に応じて処理した後、上りリンクの論
理チャネルにマッピングし、上位層１０８へ出力する。
【００５９】
　チャネル推定部１０５は、上りリンクデータの復調のために、上りリンク復調用参照信
号（ＤＲＳ：Demodulation Reference Signal）から上りリンクのチャネル状態を推定し
、その推定結果を受信データ復調部１０６に出力する。また、上りリンクのスケジューリ
ングを行なうために、上りリンク測定用参照信号（ＳＲＳ：Sounding Reference Signal
）から上りリンクのチャネル状態を推定し、その推定結果をスケジューリング部１０４に
出力する。
【００６０】
　受信データ復調部１０６は、ＯＦＤＭ方式、および／または、ＳＣ－ＦＤＭＡ方式に変
調された受信データを復調するＯＦＤＭ復調部および／またはＤＦＴ－Ｓｐｒｅａｄ－Ｏ
ＦＤＭ（ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ）復調部を兼ねている。受信データ復調部１０６は、チャ
ネル推定部１０５から入力された上りリンクのチャネル状態推定結果に基づいて、無線部
１０３から入力された変調データに対し、ＤＦＴ変換、サブキャリアマッピング、ＩＦＦ
Ｔ変換、フィルタリング等の信号処理を行なって、復調処理を施し、データ抽出部１０７
に出力する。
【００６１】
　データ抽出部１０７は、受信データ復調部１０６から入力されたデータに対して、正誤
を確認するとともに、確認結果（肯定信号ＡＣＫ／否定信号ＮＡＣＫ）をスケジューリン
グ部１０４に出力する。また、データ抽出部１０７は、受信データ復調部１０６から入力
されたデータからトランスポートチャネルと物理層の制御データとに分離して、スケジュ
ーリング部１０４に出力する。分離された制御データには、移動局装置２００から通知さ
れたチャネル状態情報（ＣＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩ）やＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報、スケジューリ
ング要求などが含まれている。
【００６２】
　上位層１０８は、パケットデータ統合プロトコル（ＰＤＣＰ：Packet Data Convergenc
e Protocol）層、無線リンク制御（ＲＬＣ：Radio Link Control）層、無線リソース制御
（ＲＲＣ：Radio Resource Control）層の処理を行なう。上位層１０８は、下位層の処理
部を統合して制御するため、上位層１０８と、スケジューリング部１０４、アンテナ１０
９、無線部１０３、チャネル推定部１０５、受信データ復調部１０６、データ制御部１０
１、送信データ変調部１０２およびデータ抽出部１０７との間のインターフェースが存在
する（ただし、図示しない）。
【００６３】
　上位層１０８は、無線リソース制御部１１０（単に、「制御部」と呼称することもある
。）を有している。また、無線リソース制御部１１０は、各種設定情報の管理、システム
情報の管理、ページング制御、各移動局装置の通信状態の管理、ハンドオーバーなどの移
動管理、移動局装置ごとのバッファ状況の管理、ユニキャストおよびマルチキャストベア
ラの接続設定の管理、移動局識別子（ＵＥＩＤ）の管理などを行なっている。上位層１０
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８は、別の基地局装置への情報および上位ノードへの情報の授受を行なう。
【００６４】
　［移動局装置］
　図３は、本発明の実施形態に係る移動局装置２００の概略構成を示すブロック図である
。移動局装置２００は、データ制御部２０１と、送信データ変調部２０２と、無線部２０
３と、スケジューリング部２０４と、チャネル推定部２０５と、受信データ復調部２０６
と、データ抽出部２０７と、上位層２０８、アンテナ２０９と、から構成されている。こ
こで、データ制御部２０１、送信データ変調部２０２、無線部２０３、スケジューリング
部２０４、上位層２０８、アンテナ２０９で送信部を構成する。また、無線部２０３、ス
ケジューリング部２０４、チャネル推定部２０５、受信データ復調部２０６、データ抽出
部２０７、上位層２０８、アンテナ２０９で受信部を構成する。
【００６５】
　データ制御部２０１、送信データ変調部２０２、無線部２０３、で上りリンクの物理層
の処理を行なう。無線部２０３、チャネル推定部２０５、受信データ復調部２０６、デー
タ抽出部２０７、で下りリンクの物理層の処理を行なう。
【００６６】
　データ制御部２０１は、スケジューリング部２０４からトランスポートチャネルを受信
する。トランスポートチャネルと、スケジューリング部２０４から入力されるスケジュー
リング情報に基づいて物理層で生成される信号およびチャネルを、スケジューリング部２
０４から入力されるスケジューリング情報に基づいて、物理チャネルにマッピングする。
このようにマッピングされた各データは、送信データ変調部２０２へ出力される。
【００６７】
　送信データ変調部２０２は、送信データをＯＦＤＭ方式、および／または、ＳＣ－ＦＤ
ＭＡ方式に変調する。送信データ変調部２０２は、データ制御部２０１から入力されたデ
ータに対し、データ変調、ＤＦＴ（離散フーリエ変換）処理、サブキャリアマッピング、
ＩＦＦＴ（逆高速フーリエ変換）処理、ＣＰ挿入、フィルタリングなどの信号処理を行な
い、送信データを生成して、無線部２０３へ出力する。
【００６８】
　無線部２０３は、送信データ変調部２０２から入力された変調データを無線周波数にア
ップコンバートして無線信号を生成し、アンテナ２０９を介して、基地局装置１００に送
信する。また、無線部２０３は、基地局装置１００からの下りリンクのデータで変調され
た無線信号を、アンテナ２０９を介して受信し、ベースバンド信号にダウンコンバートし
て、受信データを、チャネル推定部２０５および受信データ復調部２０６に出力する。
【００６９】
　スケジューリング部２０４は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：Medium Access Control）
層の処理を行なう。スケジューリング部１０４は、論理チャネルとトランスポートチャネ
ルのマッピング、下りリンクおよび上りリンクのスケジューリング（ＨＡＲＱ処理、トラ
ンスポートフォーマットの選択など）などを行なう。スケジューリング部２０４は、各物
理層の処理部を統合して制御するため、アンテナ２０９、データ制御部２０１、送信デー
タ変調部２０２、チャネル推定部２０５、受信データ復調部２０６、データ抽出部２０７
および無線部２０３との間のインターフェースが存在する（ただし、図示しない）。スケ
ジューリング部２０４は、下りリンクのスケジューリングでは、基地局装置１００や上位
層２０８からのスケジューリング情報（トランスポートフォーマットやＨＡＲＱ再送情報
）などに基づいて、トランスポートチャネルおよび物理信号および物理チャネルの受信制
御、ＨＡＲＱ再送制御および下りリンクのスケジューリングに使用されるスケジューリン
グ情報の生成を行なう。これら下りリンクのスケジューリングに使用されるスケジューリ
ング情報は、データ制御部２０１へ出力される。
【００７０】
　スケジューリング部２０４は、上りリンクのスケジューリングでは、上位層２０８から
入力された上りリンクのバッファ状況、データ抽出部２０７から入力された基地局装置１
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００からの上りリンクのスケジューリング情報（トランスポートフォーマットやＨＡＲＱ
再送情報など）、および、上位層２０８から入力されたスケジューリング情報などに基づ
いて、上位層２０８から入力された上りリンクの論理チャネルをトランスポートチャネル
にマッピングするためのスケジューリング処理および上りリンクのスケジューリングに使
用されるスケジューリング情報の生成を行なう。なお、上りリンクのトランスポートフォ
ーマットについては、基地局装置１００から通知された情報を利用する。これらスケジュ
ーリング情報は、データ制御部２０１へ出力される。
【００７１】
　また、スケジューリング部２０４は、上位層２０８から入力された上りリンクの論理チ
ャネルをトランスポートチャネルにマッピングし、データ制御部２０１へ出力する。また
、スケジューリング部２０４は、チャネル推定部２０５から入力された下りリンクのチャ
ネル状態情報（ＣＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩ）や、データ抽出部２０７から入力されたＣＲＣ確
認結果についても、データ制御部２０１へ出力する。また、スケジューリング部２０４は
、データ抽出部２０７から入力された下りリンクで取得した制御データとトランスポート
チャネルを、必要に応じて処理した後、下りリンクの論理チャネルにマッピングし、上位
層２０８へ出力する。
【００７２】
　チャネル推定部２０５は、下りリンクデータの復調のために、下りリンク参照信号（Ｒ
Ｓ）から下りリンクのチャネル状態を推定し、その推定結果を受信データ復調部２０６に
出力する。また、チャネル推定部２０５は、基地局装置１００に下りリンクのチャネル状
態（無線伝搬路状態）の推定結果を通知するために、下りリンク参照信号（ＲＳ）から下
りリンクのチャネル状態を推定し、この推定結果を下りリンクのチャネル状態情報（ＣＱ
Ｉ、ＰＭＩ、ＲＩなど）に変換して、スケジューリング部２０４に出力する。
【００７３】
　受信データ復調部２０６は、ＯＦＤＭ方式に変調された受信データを復調する。受信デ
ータ復調部２０６は、チャネル推定部２０５から入力された下りリンクのチャネル状態推
定結果に基づいて、無線部２０３から入力された変調データに対して、復調処理を施し、
データ抽出部２０７に出力する。
【００７４】
　データ抽出部２０７は、受信データ復調部２０６から入力されたデータに対して、ＣＲ
Ｃを行ない、正誤を確認するとともに、確認結果（肯定応答ＡＣＫ／否定応答ＮＡＣＫ）
をスケジューリング部２０４に出力する。また、データ抽出部２０７は、受信データ復調
部２０６から入力されたデータからトランスポートチャネルと物理層の制御データに分離
して、スケジューリング部２０４に出力する。分離された制御データには、下りリンクま
たは上りリンクのリソース割り当てや上りリンクのＨＡＲＱ制御情報などのスケジューリ
ング情報が含まれている。
【００７５】
　上位層２０８は、パケットデータ統合プロトコル（ＰＤＣＰ：Packet Data Convergenc
e Protocol）層、無線リンク制御（ＲＬＣ：Radio Link Control）層、無線リソース制御
（ＲＲＣ：Radio Resource Control）層の処理を行なう。上位層２０８は、下位層の処理
部を統合して制御するため、上位層２０８と、スケジューリング部２０４、アンテナ２０
９、データ制御部２０１、送信データ変調部２０２、チャネル推定部２０５、受信データ
復調部２０６、データ抽出部２０７および無線部２０３との間のインターフェースが存在
する（ただし、図示しない）。上位層２０８は、無線リソース制御部２１０（制御部とも
言う）を有している。無線リソース制御部２１０は、各種設定情報の管理、システム情報
の管理、ページング制御、自局の通信状態の管理、ハンドオーバーなどの移動管理、バッ
ファ状況の管理、ユニキャストおよびマルチキャストベアラの接続設定の管理、移動局識
別子（ＵＥＩＤ）の管理を行なう。
【００７６】
　（第１の実施形態）
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　次に、基地局装置１００及び移動局装置２００を用いた移動通信システムにおける第１
の実施形態を説明する。本実施形態における移動通信システムでは、上りリンクの通信に
使用する周波数帯域を複数のキャリア要素から構成し、下りリンクの通信に使用する周波
数帯域を複数のキャリア要素または複数のキャリア要素を含むキャリア要素グループから
構成し、複数の上りリンクのキャリア要素のそれぞれを複数の下りリンクのキャリア要素
または複数の下りリンクのキャリア要素を含む複数の下りリンクのキャリア要素グループ
のそれぞれと対応させて通信を行なうことができる。また、この際に、相互に対応するい
ずれか一組の下りリンクのキャリア要素および上りリンクのキャリア要素を用いて、基地
局装置と移動局装置とが通信を行なうことができる。本実施形態では、周波数帯域は、帯
域幅（Ｈｚ）で定義されているが、周波数と時間とで構成されるリソースブロックの数で
定義されても良い。
【００７７】
　本実施形態において、キャリア要素とは、（広帯域な）システム帯域を持った移動通信
システムにおいて、基地局装置と移動局装置が通信を行なう際に使用する（狭帯域な）周
波数帯域を示している。基地局装置と移動局装置は、複数のキャリア要素（例えば、２０
ＭＨｚの帯域幅を持った５つの周波数帯域）を集約する(周波数帯域集約：Spectrum aggr
egation、Frequency aggregation、Carrier aggregationなどとも呼ばれる)ことによって
、（広帯域な）システム帯域（例えば、１００ＭＨｚの帯域幅を持ったシステム帯域）を
構成し、高速な通信（情報の送受信）を実現することができる。キャリア要素とは、この
（広帯域な）システム帯域（例えば、１００ＭＨｚの帯域幅を持った周波数帯域）を構成
する（狭帯域な）周波数帯域（例えば、２０ＭＨｚの帯域幅を持った周波数帯域）それぞ
れのことを示している。すなわち、下りリンクのキャリア要素は、基地局装置が使用可能
な周波数帯域の中の一部の帯域幅を有し、上りリンクのキャリア要素は、移動局装置が使
用可能な周波数帯域の中の一部の帯域幅を有している。また、キャリア要素は、ある特定
の物理チャネル（例えば、ＰＤＣＣＨ、ＰＵＣＣＨなど）が構成される単位として定義さ
れてもよい。
【００７８】
　また、この広帯域な周波数帯域を構成するキャリア要素自体が、さらに、複数のキャリ
ア要素によって構成されていてもよい。本実施形態では、複数のキャリア要素（群）によ
って構成されるキャリア要素をキャリア要素グループと呼称する。例えば、本実施形態で
は、広帯域なシステム帯域（例えば、１００ＭＨｚの帯域幅を持ったシステム帯域）を、
２つのキャリア要素グループ（例えば、４０ＭＨｚの帯域幅を持ったキャリア要素グルー
プと６０ＭＨｚの帯域幅を持ったキャリア要素グループ）によって構成し、さらに、それ
ら２つのキャリア要素グループそれぞれを、複数のキャリア要素によって構成することが
できる。例えば、４０ＭＨｚの帯域幅を持ったキャリア要素グループを、２０ＭＨｚの帯
域幅を持った２つのキャリア要素を集約することによって構成し、６０ＭＨｚの帯域幅を
持ったキャリア要素グループを、２０ＭＨｚの帯域幅を持った３つのキャリア要素を集約
することによって構成することができる。
【００７９】
　また、キャリア要素およびキャリア要素グループは、連続な周波数帯域に配置されてい
ても、不連続な周波数帯域に配置されていてもよく、連続および／または不連続な周波数
帯域である複数のキャリア要素および／またはキャリア要素グループを集約することによ
って、広帯域なシステム帯域を構成することができる。さらに、キャリア要素および／ま
たはキャリア要素グループによって構成される下りリンクの通信に使用されるシステム帯
域、および、キャリア要素によって構成される上りリンクの通信に使用されるシステム帯
域は、同じ帯域幅である必要はない。基地局装置と移動局装置は、下りリンクと上りリン
クで異なる帯域幅を持ったシステム帯域を使用して通信を行なうことができる。
【００８０】
　図４は、第１の実施形態を説明するための下りリンクおよび上りリンクの通信に使用す
る周波数帯域を示す図である。図４では、下りリンクの通信に使用する広帯域なシステム
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帯域、すなわち、システム内の下りリンクのキャリア要素を集約したシステム帯域（以下
、「ＤＬシステム帯域」と呼称する。）が、５つのキャリア要素（ＤＬ－１、ＤＬ－２、
ＤＬ－３、ＤＬ－４、ＤＬ－５）によって構成されていることを示している。また、上り
リンクの通信に使用する広帯域なシステム帯域、すなわち、システム内の上りリンクのキ
ャリア要素を集約したシステム帯域（以下、「ＵＬシステム帯域」と呼称する。）が、５
つのキャリア要素（ＵＬ－１、ＵＬ－２、ＵＬ－３、ＵＬ－４、ＵＬ－５）によって構成
されていることを示している。ここで、ＤＬシステム帯域が、ＤＬ－１、ＤＬ－２、ＤＬ
－３、ＤＬ－４、ＤＬ－５から構成されているということは、ＤＬシステム帯域を、ＤＬ
－１、ＤＬ－２、ＤＬ－３、ＤＬ－４、ＤＬ－５に分割することができるとも解釈するこ
とができる。また、ＵＬシステム帯域が、ＵＬ－１、ＵＬ－２、ＵＬ－３、ＵＬ－４、Ｕ
Ｌ－５から構成されているということは、ＵＬシステム帯域を、ＵＬ－１、ＵＬ－２、Ｕ
Ｌ－３、ＵＬ－４、ＵＬ－５に分割することができるとも解釈することができる。
【００８１】
　第１の実施形態における移動通信システムでは、基地局装置と移動局装置は、キャリア
要素から構成される下りリンク、および、上りリンクの広帯域なシステム帯域を使用して
通信を行なう際に、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要素それぞれと、ＤＬシステム
帯域を構成する１つのキャリア要素または１つのキャリア要素グループと対応させて通信
を行なうことができる。例えば、基地局装置と移動局装置は、ＵＬ－１とＤＬ－１、ＵＬ
－２とＤＬ－２、ＵＬ－３とＤＬ－３、ＵＬ－４とＤＬ－４、ＵＬ－５とＤＬ－５を対応
させて、通信を行なうことができる。例えば、移動局装置は、基地局装置がＤＬ－１を使
用して送信した情報に対応する上りリンクの情報（例えば、ＤＬ－１を使用して送信した
下りリンクデータに対するＨＡＲＱのＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を、対応するＵＬ－１を使用し
て送信することができる。
【００８２】
　さらに、第１の実施形態における移動通信システムでは、上記で対応させた上りリンク
のシステム帯域を構成するキャリア要素と下りリンクのシステム帯域を構成する１つのキ
ャリア要素の組み合わせの中の１つの組み合わせを使用して、移動局装置が通信を行なう
ことができる。
【００８３】
　すなわち、第１の実施形態における移動通信システムでは、キャリア要素によって構成
される広帯域なシステム帯域を使用して通信を行なうことができる能力を持った移動局装
置は、上りリンクのシステム帯域を構成するキャリア要素と下りリンクのシステム帯域を
構成するキャリア要素またはキャリア要素グループの組み合わせの中のすべての組み合わ
せを使用して通信を行なうことができる。ここで、後述するように、広帯域なシステム帯
域を使用して通信を行なうことができる能力を持った移動局装置が、対応させたキャリア
要素またはキャリア要素グループの１つの組み合わせを使用して通信を行なうこともでき
る。
【００８４】
　また、上りリンクのシステム帯域を構成するキャリア要素と下りリンクのシステム帯域
を構成するキャリア要素またはキャリア要素グループの組み合わせの中の特定の複数の組
み合わせを使用して通信を行なうことができる能力を持った移動局装置は、その特定の複
数の組み合わせを使用して、通信を行なうことができる。ここで、後述するように、上り
リンクのシステム帯域を構成するキャリア要素と下りリンクのシステム帯域を構成するキ
ャリア要素またはキャリア要素グループの組み合わせの中の特定の複数の組み合わせを使
用して通信を行なうことができる能力を持った移動局装置が、対応させたキャリア要素の
１つの組み合わせを使用して通信を行なうこともできる。
【００８５】
　また、上りリンクのシステム帯域を構成するキャリア要素と下りリンクのシステム帯域
を構成するキャリア要素またはキャリア要素グループの組み合わせの中の１つのみの組み
合わせを使用して通信を行なうことができる能力を持った移動局装置は、そのキャリア要
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素の組み合わせを使用して、通信を行なうことができる。
【００８６】
　以下、広帯域なシステム帯域を使用して通信を行なうことができる能力を持った移動局
装置が動作する移動通信システムをフルシステムとも呼称し、対応させたキャリア要素ま
たはキャリア要素グループの１つの組み合わせを使用して通信を行なうことができる能力
を持った移動局装置が動作する移動通信システムをサブシステムとも呼称する。このよう
に、移動通信システムをフルシステム、サブシステムから構成することによって、通信に
使用する周波数帯域が異なる移動局装置（能力の異なる移動局装置）を、同じ周波数帯域
を使用して効率的に共存させることができる。
【００８７】
　また、第１の実施形態に示すような移動通信システムにおいて、能力を適応システム（
ＬＴＥ用移動局装置、ＬＴＥ－Ａ用移動局装置など）に対応させることもできる。つまり
、複数のキャリア要素から構成されるＤＬシステム帯域とＵＬシステム帯域を使用して、
ＬＴＥ－Ａ用（ＬＴＥ－Ａに対する能力を持った）の移動局装置を動作させ、さらに、Ｄ
Ｌ－１とＵＬ－１（キャリア要素またはキャリア要素グループの少なくとも１つの組み合
わせ）を使用して、ＬＴＥ－Ａ用（ＬＴＥ－Ａに対する能力を持った）の移動局装置およ
びＬＴＥ用（ＬＴＥに対する能力を持った）の移動局装置を動作させることが可能となる
。
【００８８】
　また、第１の実施形態に示すような移動通信システムにおいて、能力を移動局装置のリ
リースバージョン（Ｒｅｌ－８移動局装置、Ｒｅｌ－９移動局装置、Ｒｅｌ－１０移動局
装置など）に対応させることもできる。つまり、複数のキャリア要素から構成されるＤＬ
システム帯域とＵＬシステム帯域を使用して、Ｒｅｌ－１０用の移動局装置を動作させ、
さらに、ＤＬ－２とＵＬ－２（キャリア要素またはキャリア要素グループの少なくとも１
つの組み合わせ）を使用して、Ｒｅｌ－１０用およびＲｅｌ－９用の移動局装置を動作さ
せ、ＤＬ－１とＵＬ－１（キャリア要素またはキャリア要素グループの少なくとも１つの
組み合わせ）を使用して、Ｒｅｌ－１０用およびＲｅｌ－９およびＲｅｌ－８用の移動局
装置を動作させることが可能となる。
【００８９】
　図５および図６は、第１の実施形態を適用した移動通信システムの例を示す図である。
図５Ａには、下りリンクの通信に使用する周波数帯域の帯域幅（ＤＬシステム帯域）が１
００ＭＨｚ、上りリンクの通信に使用する周波数帯域の帯域幅（ＵＬシステム帯域）が１
００ＭＨｚの移動通信システムを示している。また、図５Ａに示す移動通信システムでは
、ＤＬシステム帯域が２０ＭＨｚの帯域幅を持った５つのキャリア要素（ＤＬ－１、ＤＬ
－２、ＤＬ－３、ＤＬ－４、ＤＬ－５）によって構成され、ＵＬシステム帯域が２０ＭＨ
ｚの帯域幅を持った５つのキャリア要素（ＵＬ－１、ＵＬ－２、ＵＬ－３、ＵＬ－４、Ｕ
Ｌ－５）によって構成されていることを示している。基地局装置と移動局装置は、ＤＬシ
ステム帯域を構成する５つのキャリア要素とＵＬシステム帯域を構成する５つのキャリア
要素を、それぞれ対応させて通信（情報の送受信）を行なうことができる。例えば、基地
局装置と移動局装置は、ＤＬ－１とＵＬ－１、ＤＬ－２とＵＬ－２、ＤＬ－３とＵＬ－３
、ＤＬ－４とＵＬ－４、ＤＬ－５とＵＬ－５を対応させて通信を行ない、基地局装置が、
ＤＬ－１を使用して送信した情報（下りリンクデータ）に対応するＡＣＫ／ＮＡＣＫを、
移動局装置が、ＵＬ－１を使用して送信することができる。また、移動局装置が、ＵＬ－
１を使用して送信した情報（上りリンクデータ）に対応するＡＣＫ／ＮＡＣＫを、基地局
装置が、ＤＬ－１を使用して送信することもできる。
【００９０】
　ここで、図５Ａに示す移動通信システムは、１００ＭＨｚの帯域幅を持ったＤＬシステ
ム帯域を、１００ＭＨｚの帯域幅を持ったＵＬシステム帯域を構成する２０ＭＨｚの帯域
幅を持ったキャリア要素の数（５つ）に対応させて、複数のキャリア要素に分割している
（複数のキャリア要素によって構成している）移動通信システムであるとも解釈すること
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ができる。ＤＬシステム帯域を、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要素の数と同数の
キャリア要素から構成することによって、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要素それ
ぞれとＤＬシステム帯域を構成するキャリア要素の対応を単純化することが可能となり、
基地局装置と移動局装置の通信を効率的に行なうことができる。すなわち、図５Ａに示す
移動通信システムは、基地局装置と移動局装置が、キャリア要素から構成される広帯域な
システム帯域を使用して通信を行なう際に、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要素の
数（例えば、５つ）に応じて、ＤＬシステム帯域を複数のキャリア要素から構成し（例え
ば、５つのキャリア要素からＤＬシステム帯域を構成し）、それぞれのキャリア要素を対
応させて（例えば、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要素とＤＬシステム帯域を構成
するキャリア要素を周波数が増加する方向に対応させて）、通信を行なうことができるこ
とを示している。
【００９１】
　ここで、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要素それぞれとＤＬシステム帯域を構成
するキャリア要素の１つをどのように対応させるのかは、仕様等によって事前に定義する
ことができる。すなわち、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要素それぞれとＤＬシス
テム帯域を構成するキャリア要素の１つとの対応は仕様等によって定義することができ、
基地局装置が、ＤＬ－１を使用して送信する情報に対応して、移動局装置が、どのキャリ
ア要素（ＵＬ－１、ＵＬ－２、ＵＬ－３、ＵＬ－４、ＵＬ－５のいずれか）を使用して情
報を送信するのかは、事前に定義することができる。例えば、前述したような、下りリン
ク、および、上りリンクのシステム帯域を構成するキャリア要素それぞれの周波数位置に
応じて（例えば、下りリンク、および、上りリンクのシステム帯域を構成するキャリア要
素それぞれを周波数が増加する方向に対応させて）、通信を行なえることが仕様等で事前
に定義される。
【００９２】
　また、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要素それぞれとＤＬシステム帯域を構成す
るキャリア要素の１つをどのように対応させるのかは、情報（制御情報）として、基地局
装置から移動局装置に通知されても良い。すなわち、ＵＬシステム帯域を構成するキャリ
ア要素それぞれとＤＬシステム帯域を構成するキャリア要素の１つとの対応は、情報（制
御情報）として、基地局装置から移動局装置に送信することができる。
【００９３】
　例えば、基地局装置は、報知チャネル（報知信号）を使用して、下りリンクと上りリン
クの各キャリア要素の対応に関する情報（以下、キャリア要素対応情報）を、移動局装置
に送信することができる。基地局装置が、報知チャネルを使用して、キャリア要素対応情
報を報知することによって、基地局装置が制御（管理）するセル内に存在する全ての移動
局装置に対して、セル固有のキャリア要素対応情報を設定することができる。すなわち、
基地局装置は、報知チャネルを使用してキャリア要素対応情報をセル内に存在する全ての
移動局装置に対して報知し、この信号を受信した移動局装置は、キャリア要素対応情報に
従って、上りリンクの周波数帯域（ＵＬシステム帯域）を構成するキャリア要素それぞれ
と、下りリンクの周波数帯域（ＤＬシステム帯域）を構成するキャリア要素の１つとを対
応させて通信する（情報の送受信を行なう）ことができる。
【００９４】
　また、例えば、基地局装置は、キャリア要素対応情報を、無線資源制御信号（以下、Ｒ
ＲＣシグナリングとも称する）を使用して、移動局装置に送信することができる。基地局
装置が、キャリア要素対応情報を含んだＲＲＣシグナリングを移動局装置に送信すること
によって、移動局装置固有のキャリア要素対応情報を設定することができる。すなわち、
基地局装置は、キャリア要素対応情報を含んだＲＲＣシグナリングを移動局装置に送信し
、その信号を受信した移動局装置は、キャリア要素対応情報に従って、上りリンクの周波
数帯域（ＵＬシステム帯域）を構成するキャリア要素それぞれと、下りリンクの周波数帯
域（ＤＬシステム帯域）を構成するキャリア要素の１つとを対応させて通信する（情報の
送受信を行なう）ことができる。
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【００９５】
　また、ＤＬシステム帯域および／またはＵＬシステム帯域を、キャリア要素によってど
のように構成するのかは、仕様等によって事前に定義することができる。例えば、図５Ａ
では、ＤＬシステム帯域を、２０ＭＨｚの帯域幅を持った５つのキャリア要素（ＤＬ－１
、ＤＬ－２、ＤＬ－３、ＤＬ－４、ＤＬ－５）によって構成しているが、後述するように
、４０ＭＨｚの帯域幅を持ったキャリア要素（ＤＬ－１）と６０ＭＨｚ帯域幅を持ったキ
ャリア要素（ＤＬ－２）の２つのキャリア要素で構成したり、２０ＭＨｚの帯域幅を持っ
たキャリア要素（ＤＬ－１）と２０ＭＨｚ帯域幅を持ったキャリア要素（ＤＬ－２）と４
０ＭＨｚの帯域幅を持ったキャリア要素（ＤＬ－３）の３つのキャリア要素で構成したり
することができる。
【００９６】
　その他にも、ＤＬシステム帯域を、例えば、６０ＭＨｚの帯域幅を持ったキャリア要素
（ＤＬ－１）と４０ＭＨｚの帯域幅を持ったキャリア要素（ＤＬ－２）で構成したり、３
０ＭＨｚの帯域幅を持ったキャリア要素（ＤＬ－１）と７０ＭＨｚの帯域幅を持ったキャ
リア要素（ＤＬ－２）によって構成したりすることができ、ＤＬシステム帯域を、キャリ
ア要素によって、どのように構成するのかは事前に定義することができる。同様に、ＵＬ
システム帯域についても、例えば、１０ＭＨｚの帯域幅を持ったキャリア要素（ＵＬ－１
）と３０ＭＨｚの帯域幅を持ったキャリア要素（ＵＬ－２）で構成したり、３０ＭＨｚの
帯域幅を持ったキャリア要素（ＵＬ－１）と１０ＭＨｚの帯域幅を持ったキャリア要素（
ＵＬ－２）によって構成したりすることができ、ＵＬシステム帯域を、キャリア要素によ
って、どのように構成するのかは事前に定義することができる。
【００９７】
　また、ＤＬシステム帯域および／またはＵＬシステム帯域を、キャリア要素によってど
のように構成するのかは、情報（制御情報）として、基地局装置から移動局装置に通知さ
れても良い。例えば、基地局装置は、報知チャネル（報知信号）を使用して、キャリア要
素による広帯域なシステム帯域の構成に関する情報（以下、広周波帯域構成情報）を、移
動局装置に送信することができる。基地局装置が、報知チャネルを使用して、広周波帯域
構成情報を報知することによって、基地局装置が制御（管理）するセル内に存在する全て
の移動局装置に対して、セル固有の広周波帯域構成情報を設定することができる。すなわ
ち、基地局装置は、報知チャネルを使用して広周波帯域構成情報をセル内に存在する全て
の移動局装置に対して報知し、この信号を受信した移動局装置は、広周波帯域構成情報に
従って、ＤＬシステム帯域および／またはＵＬシステム帯域をキャリア要素によって構成
し、上りリンクの周波数帯域（ＵＬシステム帯域）を構成するキャリア要素それぞれと、
下りリンクの周波数帯域（ＤＬシステム帯域）を構成するキャリア要素の１つとを対応さ
せて通信する（情報の送受信を行なう）ことができる。
【００９８】
　また、例えば、基地局装置は、広周波帯域構成情報を、無線資源制御信号（以下、「Ｒ
ＲＣシグナリング」とも呼称する。）を使用して、移動局装置に送信することができる。
基地局装置が、広周波帯域構成情報を含んだＲＲＣシグナリングを移動局装置に送信する
ことによって、移動局装置固有の広周波帯域構成情報を設定することができる。すなわち
、基地局装置は、広周波帯域構成情報を含んだＲＲＣシグナリングを移動局装置に送信し
、その信号を受信した移動局装置は、広周波帯域構成情報に従って、ＤＬシステム帯域お
よび／またはＵＬシステム帯域を構成し、上りリンクの周波数帯域（ＵＬシステム帯域）
を構成するキャリア要素それぞれと、下りリンクの周波数帯域（ＤＬシステム帯域）を構
成するキャリア要素の１つとを対応させて通信する（情報の送受信を行なう）ことができ
る。
【００９９】
　図５Ｂに記載している移動通信システムの構成について説明する。図５Ｂには、下りリ
ンクの通信に使用する周波数帯域の帯域幅（ＤＬシステム帯域）が１００ＭＨｚ、上りリ
ンクの通信に使用する周波数帯域の帯域幅（ＵＬシステム帯域）が４０ＭＨｚの移動通信



(20) JP 5469072 B2 2014.4.9

10

20

30

40

50

システムを示している。また、図５Ｂに示す移動通信システムでは、ＤＬシステム帯域が
４０ＭＨｚの帯域幅を持ったキャリア要素（ＤＬ－１）と、６０ＭＨｚの帯域幅を持った
キャリア要素（ＤＬ－２）の２つのキャリア要素によって構成され、ＵＬシステム帯域が
２０ＭＨｚの帯域幅を持った２つのキャリア要素（ＵＬ－１、ＵＬ－２）によって構成さ
れていることを示している。基地局装置と移動局装置は、ＤＬシステム帯域を構成する２
つのキャリア要素とＵＬシステム帯域を構成する２つのキャリア要素を、それぞれ対応さ
せて通信（情報の送受信）を行なうことができる。例えば、基地局装置と移動局装置は、
ＤＬ－１とＵＬ－１、ＤＬ－２とＵＬ－２を対応させて通信を行ない、基地局装置が、Ｄ
Ｌ－１を使用して送信した情報（下りリンクデータ）に対応するＡＣＫ／ＮＡＣＫを、移
動局装置が、ＵＬ－１を使用することができる。また、移動局装置が、ＵＬ－１を使用し
て送信した情報（上りリンクデータ）に対応するＡＣＫ／ＮＡＣＫを、基地局装置が、Ｄ
Ｌ－１を使用して送信することもできる。
【０１００】
　ここで、図５Ｂに記載している移動通信システムは、１００ＭＨｚの帯域幅を持ったＤ
Ｌシステム帯域を、４０ＭＨｚの帯域幅を持ったＵＬシステム帯域を構成する２０ＭＨｚ
の帯域幅を持ったキャリア要素の数（２つ）に対応させて、複数のキャリア要素に分割し
ている（複数のキャリア要素によって構成している）移動通信システムであるとも解釈す
ることができる。ＤＬシステム帯域を、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要素の数と
同数のキャリア要素から構成することによって、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要
素それぞれとＤＬシステム帯域を構成するキャリア要素の対応を単純化することが可能と
なり、基地局装置と移動局装置の通信を効率的に行なうことができる。すなわち、図５Ｂ
に示される移動通信システムでは、基地局装置と移動局装置が、キャリア要素から構成さ
れる広帯域なシステム帯域を使用して通信を行なう際に、ＵＬシステム帯域を構成するキ
ャリア要素の数（例えば、２つ）に応じて、ＤＬシステム帯域を複数のキャリア要素から
構成し（例えば、２つのキャリア要素からＤＬシステム帯域を構成し）、それぞれのキャ
リア要素を対応させて（例えば、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要素とＤＬシステ
ム帯域を構成するキャリア要素を周波数が増加する方向に対応させて）、通信を行なうこ
とができることも示している。
【０１０１】
　ここで、上述した通り、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要素それぞれとＤＬシス
テム帯域を構成するキャリア要素の１つをどのように対応させるのかは、仕様等によって
事前に定義することができる。すなわち、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要素（Ｕ
Ｌ－１、ＵＬ－２）とＤＬシステム帯域を構成するキャリア要素（ＤＬ－１、ＤＬ－２）
の１つとの対応は、仕様等によって定義することができる。また、ＵＬシステム帯域を構
成するキャリア要素それぞれとＤＬシステム帯域を構成するキャリア要素の１つをどのよ
うに対応させるのかの情報（キャリア要素対応情報）は、基地局装置から移動局装置に通
知されても良く、基地局装置が、報知チャネル（報知信号）やＲＲＣシグナリングを使用
して、キャリア要素対応情報を移動局装置に送信することによって、セル固有のキャリア
要素対応情報、もしくは、移動局装置固有のキャリア要素対応情報を移動局装置に対して
設定することができる。
【０１０２】
　また、上述した通り、ＤＬシステム帯域および／またはＵＬシステム帯域を、キャリア
要素によってどのように構成するのかは、仕様等によって事前に定義することができる。
すなわち、ＤＬシステム帯域をキャリア要素によってどのように構成するのか、ＵＬシス
テム帯域をキャリア要素によってどのように構成するのかは、仕様等によって事前に定義
される。また、ＤＬシステム帯域および／またはＵＬシステム帯域を、キャリア要素によ
ってどのように構成するのかの情報（広周波帯域構成情報）は、基地局装置によって移動
局装置に通知されても良く、基地局装置が、報知チャネル（報知信号）やＲＲＣシグナリ
ングを使用して、広周波帯域構成情報を移動局装置に送信することによって、セル固有の
広周波帯域構成情報、もしくは、移動局装置固有の広周波帯域構成情報を移動局装置に対
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して設定することができる。
【０１０３】
　図５Ｃに記載している移動通信システムの構成について説明する。図５Ｃには、下りリ
ンクの通信に使用する周波数帯域の帯域幅（ＤＬシステム帯域）が８０ＭＨｚ、上りリン
クの通信に使用する周波数帯域の帯域幅（ＵＬシステム帯域）が６０ＭＨｚの移動通信シ
ステムを示している。また、図５Ｃに示す移動通信システムでは、ＤＬシステム帯域が２
０ＭＨｚの帯域幅を持ったキャリア要素（ＤＬ－１）と、２０ＭＨｚの帯域幅を持ったキ
ャリア要素（ＤＬ－２）と、４０ＭＨｚの帯域幅を持ったキャリア要素（ＤＬ－３）の３
つのキャリア要素によって構成され、ＵＬシステム帯域が２０ＭＨｚの帯域幅を持った３
つのキャリア要素（ＵＬ－１、ＵＬ－２、ＵＬ－３）によって構成されていることを示し
ている。基地局装置と移動局装置は、ＤＬシステム帯域を構成する３つのキャリア要素と
ＵＬシステム帯域を構成する３つのキャリア要素を、それぞれ対応させて通信（情報の送
受信）を行なうことができる。例えば、基地局装置と移動局装置は、ＤＬ－１とＵＬ－１
、ＤＬ－２とＵＬ－２、ＤＬ－３とＵＬ－３を対応させて通信を行ない、基地局装置が、
ＤＬ－１を使用して送信した情報（下りリンクデータ）に対応するＡＣＫ／ＮＡＣＫを、
移動局装置が、ＵＬ－１を使用して送信することができる。また、移動局装置が、ＵＬ－
１を使用して送信した情報（上りリンクデータ）に対応するＡＣＫ／ＮＡＣＫを、基地局
装置が、ＤＬ－１を使用して送信することもできる。
【０１０４】
　ここで、図５Ｃに記載している移動通信システムは、８０ＭＨｚの帯域幅を持ったＤＬ
システム帯域を、６０ＭＨｚの帯域幅を持ったＵＬシステム帯域を構成する２０ＭＨｚの
帯域幅を持ったキャリア要素の数（３つ）に対応させて、複数のキャリア要素に分割して
いる（複数のキャリア要素によって構成している）移動通信システムであるとも解釈する
ことができる。ＤＬシステム帯域を、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要素の数と同
数のキャリア要素から構成することによって、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要素
それぞれとＤＬシステム帯域を構成するキャリア要素の対応を単純化することが可能とな
り、基地局装置と移動局装置の通信を効率的に行なうことができる。すなわち、図５Ｃに
示される移動通信システムでは、基地局装置と移動局装置が、キャリア要素から構成され
る広帯域なシステム帯域を使用して通信を行なう際に、ＵＬシステム帯域を構成するキャ
リア要素の数（例えば、３つ）に応じて、ＤＬシステム帯域を複数のキャリア要素から構
成し（例えば、３つのキャリア要素からＤＬシステム帯域を構成し）、それぞれのキャリ
ア要素を対応させて（例えば、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要素とＤＬシステム
帯域を構成するキャリア要素を周波数が増加する方向に対応させて）、通信を行なうこと
ができることも示している。
【０１０５】
　また、上述した通り、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要素それぞれとＤＬシステ
ム帯域を構成するキャリア要素の１つをどのように対応させるのかは、仕様等によって事
前に定義することができる。すなわち、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要素（ＵＬ
－１、ＵＬ－２、ＵＬ－３）とＤＬシステム帯域を構成するキャリア要素（ＤＬ－１、Ｄ
Ｌ－２、ＤＬ－３）の対応は、仕様等によって定義することができる。また、ＵＬシステ
ム帯域を構成するキャリア要素それぞれとＤＬシステム帯域を構成するキャリア要素の１
つをどのように対応させるのかの情報（キャリア要素対応情報）は、基地局装置から移動
局装置に通知されても良く、基地局装置が、報知チャネル（報知信号）やＲＲＣシグナリ
ングを使用して、キャリア要素対応情報を移動局装置に送信することによって、セル固有
のキャリア要素対応情報、もしくは、移動局装置固有のキャリア要素対応情報を移動局装
置に対して設定することができる。
【０１０６】
　さらに、上述した通り、ＤＬシステム帯域および／またはＵＬシステム帯域を、キャリ
ア要素によってどのように構成するのかは、仕様等によって事前に定義することができる
。すなわち、ＤＬシステム帯域をキャリア要素によってどのように構成するのか、ＵＬシ
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ステム帯域をキャリア要素によってどのように構成するのかは、仕様等によって事前に定
義される。また、ＤＬシステム帯域および／またはＵＬシステム帯域を、キャリア要素に
よってどのように構成するのかの情報（広周波帯域構成情報）は、基地局装置から移動局
装置に通知されても良く、基地局装置が、報知チャネル（報知信号）やＲＲＣシグナリン
グを使用して、広周波帯域構成情報を移動局装置に送信することによって、セル固有の広
周波帯域構成情報、もしくは、移動局装置固有の広周波帯域構成情報を移動局装置に対し
て設定することができる。
【０１０７】
　さらに、第１の実施形態では、基地局装置と移動局装置は、ＵＬシステム帯域を構成す
るキャリア要素それぞれと、ＤＬシステム帯域を構成する複数のキャリア要素を含んだ（
によって構成される）キャリア要素グループを対応させて通信を行なうことができる。す
なわち、複数の上りリンクのキャリア要素のそれぞれを、複数の下りリンクのキャリア要
素を含む複数の下りリンクのキャリア要素グループのそれぞれと対応させて通信を行なう
ことができる。例えば、基地局装置と移動局装置は、図６Ａに示すように、ＵＬ－１とＤ
Ｌ－１に含まれる（を構成する）ＤＬ－１－１とＤＬ－１－２、ＵＬ－２とＤＬ－２に含
まれる（を構成する）ＤＬ－２－１、ＤＬ－２－２、ＤＬ－２－３をそれぞれ対応させて
通信を行なうことができる。
【０１０８】
　上記で説明した通り、第１の実施形態では、複数のキャリア要素（群）によって構成さ
れるキャリア要素をキャリア要素グループと呼称する。すなわち、基地局装置と移動局装
置は、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要素それぞれと、ＤＬシステム帯域を構成す
る複数のキャリア要素グループの中の１つのキャリア要素グループを対応させて通信を行
なうことができる。
【０１０９】
　図６Ａには、下りリンクの通信に使用する周波数帯域の帯域幅（ＤＬシステム帯域）が
１００ＭＨｚ、上りリンクの通信に使用する周波数帯域の帯域幅（ＵＬシステム帯域）が
４０ＭＨｚの移動通信システムを示している。また、図６Ａに示す移動通信システムは、
ＤＬシステム帯域を構成する４０ＭＨｚの帯域幅を持ったキャリア要素グループ（ＤＬ－
１）が、さらに２０ＭＨｚの帯域幅を持った２つのキャリア要素（ＤＬ－１－１、ＤＬ－
１－２）によって構成され、また、ＤＬシステム帯域を構成する６０ＭＨｚの帯域幅を持
ったキャリア要素グループ（ＤＬ－２）が、さらに２０ＭＨｚの帯域幅を持った３つのキ
ャリア要素（ＤＬ－１－１、ＤＬ－１－２、ＤＬ－１－３）によって構成されていること
を示している。すなわち、ＤＬシステム帯域は２つのキャリア要素グループ（ＤＬ－１、
ＤＬ－２）によって構成されている。
【０１１０】
　基地局装置と移動局装置は、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要素（ＵＬ－１、Ｕ
Ｌ－２）それぞれと、ＤＬシステム帯域を構成する複数のキャリア要素グループ（ＤＬ－
１：ＤＬ－１－１とＤＬ－１－２、ＤＬ－２：ＤＬ－２－１とＤＬ－２－２とＤＬ－２－
３）を対応させて通信（情報の送受信）を行なうことができる。例えば、基地局装置と移
動局装置は、ＤＬ－１－１、ＤＬ－１－２とＵＬ－１、ＤＬ－２－１、ＤＬ－２－２、Ｄ
Ｌ－２－３とＵＬ－２を対応させて通信を行ない、基地局装置が、ＤＬ－１－１、ＤＬ－
１－２を使用して送信した情報（下りリンクデータ）に対応するＡＣＫ／ＮＡＣＫを、移
動局装置が、ＵＬ－１を使用して送信し、さらに、基地局装置が、ＤＬ－２－１、ＤＬ－
２－２、ＤＬ－２－２を使用して送信した情報（下りリンクデータ）に対応するＡＣＫ／
ＮＡＣＫを、移動局装置が、ＵＬ－２を使用して送信することができる。また、移動局装
置が、ＵＬ－１を使用して送信した情報（上りリンクデータ）に対応するＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋを、基地局装置が、ＤＬ－１－１、ＤＬ－１－２を使用して送信し、移動局装置が、Ｕ
Ｌ－２を使用して送信した情報（上りリンクデータ）に対応するＡＣＫ／ＮＡＣＫを、基
地局装置が、ＤＬ－２－１、ＤＬ－２－２、ＤＬ－２－３を使用して送信することができ
る。
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【０１１１】
　ここで、図６Ａに記載している移動通信システムは、１００ＭＨｚの帯域幅を持ったＤ
Ｌシステム帯域を、ＵＬシステム帯域を構成する２０ＭＨｚの帯域幅を持ったキャリア要
素の数（２つ）に対応させて、複数のキャリア要素グループに分割している（複数のキャ
リア要素グループによって構成している）移動通信システムであるとも解釈することがで
きる。ＤＬシステム帯域を、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要素の数と同数のキャ
リア要素グループから構成することによって、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要素
それぞれとＤＬシステム帯域を構成するキャリア要素グループ（複数のキャリア要素によ
って構成される）との対応を単純化することが可能となり、基地局装置と移動局装置の通
信を効率的に行なうことができる。すなわち、図６Ａに示される移動通信システムでは、
基地局装置と移動局装置が、キャリア要素から構成される広帯域なシステム帯域を使用し
て通信を行なう際に、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要素の数（例えば、２つ）に
応じて、ＤＬシステム帯域を複数のキャリア要素グループから構成し（例えば、２つのキ
ャリア要素グループからＤＬシステム帯域を構成し）、ＵＬシステム帯域を構成するキャ
リア要素それぞれと、ＤＬシステム帯域を構成するキャリア要素グループそれぞれを対応
させて（例えば、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要素とＤＬシステム帯域を構成す
るキャリア要素グループを周波数が増加する方向に対応させて）、通信を行なうことがで
きることも示している。
【０１１２】
　同様に、図６Ｂには、下りリンクの通信に使用する周波数帯域の帯域幅（ＤＬシステム
帯域）が８０ＭＨｚ、上りリンクの通信に使用する周波数帯域の帯域幅（ＵＬシステム帯
域）が６０ＭＨｚの移動通信システムを示している。また、図６Ｂに示す移動通信システ
ムは、ＤＬシステム帯域が、２０ＭＨｚの帯域幅を持った２つのキャリア要素（ＤＬ－１
、ＤＬ－２）と４０ＭＨｚの帯域幅を持ったキャリア要素グループ（ＤＬ－３）によって
構成され、さらに、４０ＭＨｚの帯域幅を持ったキャリア要素グループ（ＤＬ－３）が、
２０ＭＨｚの帯域幅を持った２つのキャリア要素（ＤＬ－３－１、ＤＬ－３－２）によっ
て構成されていることを示している。すなわち、ＤＬシステム帯域は２つのキャリア要素
（ＤＬ－１、ＤＬ－２）と１つのキャリア要素グループ（ＤＬ－３）によって構成されて
いる。
【０１１３】
　基地局装置と移動局装置は、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要素（ＵＬ－１、Ｕ
Ｌ－２、ＵＬ－３）それぞれと、ＤＬシステム帯域を構成するキャリア要素（ＤＬ－１、
ＤＬ－２、ＤＬ－３（ＤＬ－３－１とＤＬ－３－２））を対応させて通信（情報の送受信
）を行なうことができる。例えば、基地局装置と移動局装置は、ＤＬ－１とＵＬ－１、Ｄ
Ｌ－２とＵＬ－２、ＤＬ－３－１、ＤＬ－３－２とＵＬ－３を対応させて通信を行ない、
基地局装置が、ＤＬ－１を使用して送信した情報（下りリンクデータ）に対応するＡＣＫ
／ＮＡＣＫを、移動局装置が、ＵＬ－１を使用して送信し、さらに、基地局装置が、ＤＬ
－３－１、ＤＬ－３－２を使用して送信した情報（下りリンクデータ）に対応するＡＣＫ
／ＮＡＣＫを、移動局装置が、ＵＬ－３を使用して送信することができる。また、例えば
、移動局装置が、ＵＬ－１を使用して送信した情報（上りリンクデータ）に対応するＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫを、基地局装置が、ＤＬ－１を使用して送信し、移動局装置が、ＵＬ－３を
使用して送信した情報（上りリンクデータ）に対応するＡＣＫ／ＮＡＣＫを、基地局装置
が、ＤＬ－３－１、ＤＬ－３－２を使用して送信することができる。
【０１１４】
　同様に、図６Ｂに記載している移動通信システムは、８０ＭＨｚの帯域幅を持ったＤＬ
システム帯域を、ＵＬシステム帯域を構成する２０ＭＨｚの帯域幅を持ったキャリア要素
の数（３つ）に対応させて、複数のキャリア要素およびキャリア要素グループに分割して
いる（複数のキャリア要素およびキャリア要素グループによって構成している）移動通信
システムであるとも解釈することができる。ＤＬシステム帯域を、ＵＬシステム帯域を構
成するキャリア要素の数と同数のキャリア要素およびキャリア要素グループから構成する
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ことによって、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要素それぞれとＤＬシステム帯域を
構成するキャリア要素およびキャリア要素グループそれぞれとの対応を単純化することが
可能となり、基地局装置と移動局装置の通信を効率的に行なうことができる。
【０１１５】
　すなわち、図６Ｂに示される移動通信システムでは、基地局装置と移動局装置が、キャ
リア要素から構成される広帯域なシステム帯域を使用して通信を行なう際に、ＵＬシステ
ム帯域を構成するキャリア要素の数（例えば、３つ）に応じて、ＤＬシステム帯域を複数
のキャリア要素およびキャリア要素グループから構成し（例えば、２つのキャリア要素と
１つのキャリア要素グループからＤＬシステム帯域を構成し）、ＵＬシステム帯域を構成
するキャリア要素それぞれと、ＤＬシステム帯域を構成するキャリア要素、および、複数
のキャリア要素を含んだキャリア要素グループのそれぞれを対応させて（例えば、ＵＬシ
ステム帯域を構成するキャリア要素とＤＬシステム帯域を構成するキャリア要素、および
、複数のキャリア要素を含んだキャリア要素グループを周波数が増加する方向に対応させ
て）、通信を行なうことができることも示している。
【０１１６】
　上述した通り、図６Ａ、図６Ｂで示す移動通信システムにおいても、ＤＬシステム帯域
を構成するキャリア要素およびキャリア要素グループと、ＵＬシステム帯域を構成するキ
ャリア要素をどのように対応させるのかは、仕様等によって事前に定義することができる
。また、ＤＬシステム帯域を構成するキャリア要素およびキャリア要素グループと、ＵＬ
システム帯域を構成するキャリア要素をどのように対応させるのかの情報（キャリア要素
グループ対応情報）は、基地局装置によって移動局装置に通知されても良い。基地局装置
が、報知チャネル（報知信号）やＲＲＣシグナリングを使用して、キャリア要素グループ
対応情報を移動局装置に送信することによって、セル固有のキャリア要素グループ対応情
報、もしくは、移動局装置固有のキャリア要素グループ対応情報を移動局装置に対して設
定することができる。
【０１１７】
　ここで、第１の実施形態における移動通信システムでは、基地局装置と移動局装置が通
信を行なうために対応させた下りリンクのキャリア要素グループと上りリンクのキャリア
要素の組み合わせの中の１つの下りリンクのキャリア要素と上りリンクのキャリア要素の
組み合わせを使用して、移動局装置が通信を行なうことができる。図６Ａに示す移動通信
システムを使用して説明すると、移動局装置は、キャリア要素グループＤＬ－１内のＤＬ
－１－１とＵＬ－１、ＤＬ－１－２とＵＬ－１、キャリア要素グループＤＬ－２内のＤＬ
－２－１とＵＬ－２、ＤＬ－２－２とＵＬ－２、ＤＬ－２－３とＵＬ－２のキャリア要素
の組み合わせの中から、１つのキャリア要素の組み合わせを使用して通信を行なうことが
できる。ここで、移動局装置が通信に使用する１つのキャリア要素の組み合わせは、移動
通信システムに存在する移動局装置ごとに異なってよく、基地局装置は、移動局装置ごと
に異なるキャリア要素の組み合わせ（移動局装置ごとに異なる１つのキャリア要素の組み
合わせ）を使用して、それぞれの移動局装置と通信を行なうことができる。
【０１１８】
　さらに、対応させたキャリア要素の組み合わせの中の１つのキャリア要素の組み合わせ
を使用して通信を行なう移動局装置の中で、特定の移動局装置に対して、上りリンクのキ
ャリア要素に対応する下りリンクのキャリア要素が下りリンクのキャリア要素グループ内
で１つとなるように制限することができる（通信できるキャリア要素の組み合わせを制限
することができる）。図６Ａに示す移動通信システムを使用して説明すると、キャリア要
素グループＤＬ－１内のＤＬ－１－１とＵＬ－１、ＤＬ－１－２とＵＬ－１、キャリア要
素グループＤＬ－２内のＤＬ－２－１とＵＬ－２、ＤＬ－２－２とＵＬ－２、ＤＬ－２－
３とＵＬ－２のキャリア要素の組み合わせの中から、１つのキャリア要素の組み合わせを
使用して通信を行なう移動局装置の中で、特定の移動局装置に対して、通信を行なうこと
のできるキャリア要素の組み合わせを、それぞれのキャリア要素グループの中で1つのキ
ャリア要素の組み合わせ（例えば、ＤＬ－１－１とＵＬ－１、ＤＬ－２－１とＵＬ－２）
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だけに制限することができる。
【０１１９】
　このように、移動局装置が通信を行なうために対応させた下りリンクのキャリア要素と
上りリンクのキャリア要素の組み合わせを、キャリア要素グループ内で１対１に制限する
ことによって、従来から存在している移動局装置（上記の、１つのキャリア要素の組み合
わせを使用して通信を行なう移動局装置の中での特定の移動局装置、例えば、２０ＭＨｚ
の帯域幅を持った周波数帯域を使用して通信を行なう移動局装置）を、広帯域なシステム
帯域（例えば、１００ＭＨｚの帯域幅を持った周波数帯域）を使用して通信を行なう移動
通信システムの上で、柔軟に動作させることが可能となり、周波数数帯域を効率的に使用
することができる。
【０１２０】
　上記までに記載した内容から、第１の実施形態において、ＬＴＥ－Ａ用（ＬＴＥ－Ａに
対する能力を持った）の移動局装置とＬＴＥ用（ＬＴＥに対する能力を持った）の移動局
装置が、どのように動作するのかを説明する。
【０１２１】
　例えば、図５Ａに示す移動通信システムにおいて、上りリンクの通信に使用する周波数
帯域（ＵＬシステム帯域：１００ＭＨｚ）と下りリンクの通信に使用する周波数帯域（Ｄ
Ｌシステム帯域：１００ＭＨｚ）を、それぞれ２０ＭＨｚの帯域幅を持った５つのキャリ
ア要素によって構成し、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要素それぞれとＤＬシステ
ム帯域を構成するキャリア要素の１つを対応させて（例えば、ＤＬ－１とＵＬ－１、ＤＬ
－２とＵＬ－２、ＤＬ－３とＵＬ－３、ＤＬ－４とＵＬ－４、ＤＬ－５とＵＬ－５を対応
させて）ＬＴＥ－Ａ用の移動局装置を動作させることができる（ＬＴＥ－Ａ用の移動局装
置を、フルシステムの上で動作させることができる）。
【０１２２】
　さらに、図５Ａに示す移動通信システムにおいて、上りリンクの通信に使用する周波数
帯域（ＵＬシステム帯域：１００ＭＨｚ）を構成する５つのキャリア要素と下りリンクの
通信に使用する周波数帯域（ＤＬシステム帯域：１００ＭＨｚ）を構成する５つのキャリ
ア要素との組み合わせの中から１つのキャリア要素の組み合わせを使用して（例えば、Ｄ
Ｌ－１とＵＬ－１を使用して）、ＤＬ：２０ＭＨｚおよびＵＬ：２０ＭＨｚの帯域幅を持
った周波数帯域を使用して通信を行なうことができる能力を持ったＬＴＥ用の移動局装置
を動作させることができる（ＬＴＥ用の移動局装置を、サブシステムの上で動作させるこ
とができる）。ここで、それぞれの移動局装置によって使用する１つのキャリア要素の組
み合わせは異なり、例えば、ＤＬ－１とＵＬ－１を使用する移動局装置、ＤＬ－２とＵＬ
－２を使用する移動局装置、ＤＬ－３とＵＬ－３を使用する移動局装置、ＤＬ－４とＵＬ
－４を使用する移動局装置、ＤＬ－５とＵＬ－５を使用する移動局装置のそれぞれと、基
地局装置が通信できる。
【０１２３】
　同様に、図５Ｂに示すように、上りリンクの通信に使用する周波数帯域（ＵＬシステム
帯域：４０ＭＨｚ）を、２０ＭＨｚの帯域幅を持った２つのキャリア要素から構成し、下
りリンクの通信に使用する周波数帯域（ＤＬシステム帯域：１００ＭＨｚ）を、４０ＭＨ
ｚと６０ＭＨｚの帯域幅を持った２つのキャリア要素から構成し、ＵＬシステム帯域を構
成するキャリア要素それぞれとＤＬシステム帯域を構成するキャリア要素の１つを対応さ
せて（例えば、ＤＬ－１とＵＬ－１、ＤＬ－２とＵＬ－２を対応させて）ＬＴＥ－Ａ用の
移動局装置を動作させることができる（ＬＴＥ－Ａ用の移動局装置を、フルシステムの上
で動作させることができる）。
【０１２４】
　さらに、図５Ｂに示す移動通信システムにおいて、上りリンクの通信に使用する周波数
帯域（ＵＬシステム帯域：４０ＭＨｚ）を構成する２つのキャリア要素と下りリンクの通
信に使用する周波数帯域（ＤＬシステム帯域：１００ＭＨｚ）を構成する２つのキャリア
要素の組み合わせの中から１つのキャリア要素の組み合わせを使用して（例えば、ＤＬ－
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１とＵＬ－１を使用して）、ＤＬ：４０ＭＨｚおよびＵＬ：２０ＭＨｚの帯域幅を持った
周波数帯域を使用して通信を行なうことができる能力を持ったＬＴＥ－Ａ用の移動局装置
を動作させることができる（ＬＴＥ－Ａ用の移動局装置を、サブシステムの上で動作させ
ることができる）。ここで、それぞれの移動局装置によって使用する１つのキャリア要素
の組み合わせは異なり、例えば、ＤＬ－１とＵＬ－１を使用するＤＬ：４０ＭＨｚおよび
ＵＬ：２０ＭＨｚの帯域幅を持った周波数帯域を使用して通信を行なうことができる能力
を持った移動局装置、ＤＬ－２とＵＬ－２を使用するＤＬ：６０ＭＨｚおよびＵＬ：２０
ＭＨｚの帯域幅を持った周波数帯域を使用して通信を行なうことができる能力を持った移
動局装置のそれぞれと、基地局装置が通信できる。
【０１２５】
　同様に、図５Ｃに示すように、上りリンクの通信に使用する周波数帯域（ＵＬシステム
帯域：６０ＭＨｚ）を、２０ＭＨｚの帯域幅を持った３つのキャリア要素から構成し、下
りリンクの通信に使用する周波数帯域（ＤＬシステム帯域：８０ＭＨｚ）を、２０ＭＨｚ
と２０ＭＨｚと４０ＭＨｚの帯域幅を持った３つのキャリア要素から構成し、ＵＬシステ
ム帯域を構成するキャリア要素それぞれとＤＬシステム帯域を構成するキャリア要素の１
つを対応させて（例えば、ＤＬ－１とＵＬ－１、ＤＬ－２とＵＬ－２、ＤＬ－３とＵＬ－
３を対応させて）ＬＴＥ－Ａ用の移動局装置を動作させることができる（ＬＴＥ－Ａ用の
移動局装置を、フルシステムの上で動作させることができる）。
【０１２６】
　さらに、図５Ｃに示す移動通信システムにおいて、上りリンクの通信に使用する周波数
帯域（ＵＬシステム帯域：６０ＭＨｚ）を構成する３つのキャリア要素と下りリンクの通
信に使用する周波数帯域（ＤＬシステム帯域：１００ＭＨｚ）を構成する３つのキャリア
要素との組み合わせの中から１つのキャリア要素の組み合わせを使用して（例えば、ＤＬ
－１とＵＬ－１を使用して）、ＤＬ：２０ＭＨｚおよびＵＬ：２０ＭＨｚの帯域幅を持っ
た周波数帯域を使用して通信を行なうことができる能力を持ったＬＴＥ用の移動局装置を
動作させることができる（ＬＴＥ用の移動局装置を、サブシステムの上で動作させること
ができる）。ここで、それぞれの移動局装置によって使用する１つのキャリア要素の組み
合わせは異なり、例えば、ＤＬ－１とＵＬ－１を使用するＤＬ：２０ＭＨｚおよびＵＬ：
２０ＭＨｚの帯域幅を持った周波数帯域を使用して通信を行なうことができる能力を持っ
た移動局装置、ＤＬ－２とＵＬ－２を使用するＤＬ：２０ＭＨｚおよびＵＬ：２０ＭＨｚ
の帯域幅を持った周波数帯域を使用して通信を行なうことができる能力を持った移動局装
置、ＤＬ－３とＵＬ－３を使用するＤＬ：４０ＭＨｚおよびＵＬ：２０ＭＨｚの帯域幅を
持った周波数帯域を使用して通信を行なうことができる能力を持った移動局装置のそれぞ
れと、基地局装置が通信できる。
【０１２７】
　同様に、図６Ａに示すように、上りリンクの通信に使用する周波数帯域（ＵＬシステム
帯域：４０ＭＨｚ）を、２０ＭＨｚの帯域幅を持った２つのキャリア要素から構成し、下
りリンクの通信に使用する周波数帯域（ＤＬシステム帯域：１００ＭＨｚ）を、２０ＭＨ
ｚの帯域幅を持った５つのキャリア要素によって構成し、４０ＭＨｚと６０ＭＨｚのキャ
リア要素グループから構成し、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要素それぞれとＤＬ
システム帯域を構成するキャリア要素グループの１つを対応させて（例えば、ＤＬ－１と
ＵＬ－１、ＤＬ－２とＵＬ－２を対応させて）ＤＬ：１００ＭＨｚおよびＵＬ：４０ＭＨ
ｚの帯域幅を持った周波数帯域を使用して通信を行なうことができる能力を持ったＬＴＥ
－Ａ用の移動局装置を動作させることができる（ＬＴＥ－Ａ用の移動局装置を、フルシス
テムの上で動作させることができる）。
【０１２８】
　さらに、図６Ａに示す移動通信システムにおいて、上りリンクの通信に使用する周波数
帯域（ＵＬシステム帯域：４０ＭＨｚ）を構成する２つのキャリア要素と、下りリンクの
通信に使用する周波数帯域（ＤＬシステム帯域：１００ＭＨｚ）を構成する２つのキャリ
ア要素グループに含まれる５つのキャリア要素の組み合わせの中から、いずれか一組の下
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りリンクのキャリア要素と上りリンクのキャリア要素の組み合わせを使用して（例えば、
ＤＬ－１－１とＵＬ－１またはＤＬ－２－１とＵＬ－２を使用して）、ＤＬ：２０ＭＨｚ
およびＵＬ：２０ＭＨｚの帯域幅を持った周波数帯域を使用して通信を行なうことができ
る能力を持ったＬＴＥ用の移動局装置を動作させることができる（ＬＴＥ用の移動局装置
を、サブシステムの上で動作させることができる）。ここで、それぞれの移動局装置によ
って使用する１つのキャリア要素の組み合わせは異なり、例えば、ＤＬ－１－１とＵＬ－
１を使用して通信を行なうＬＴＥ用の移動局装置、ＤＬ－２－１とＵＬ－２を使用して通
信を行なうＬＴＥ用の移動局装置のそれぞれと、基地局装置が通信できる。
【０１２９】
　さらに、ＬＴＥ用に使用される上りリンクのキャリア要素と下りリンクのキャリア要素
グループに含まれるキャリア要素のいずれか一組の組み合わせ以外のキャリア要素の組み
合わせを使用して（例えば、ＤＬ－１－２とＵＬ－１またはＤＬ－２－２とＵＬ－２－３
を使用して）、ＤＬ：２０ＭＨｚおよびＵＬ：２０ＭＨｚの帯域幅を持った周波数帯域を
使用して通信を行なうことができる能力を持ったＬＴＥ－Ａ用の移動局装置を動作させる
ことができる。ここで、それぞれの移動局装置によって使用される１つのキャリア要素の
組み合わせは異なり、例えば、ＤＬ－１－２とＵＬ－１を使用して通信を行なうＬＴＥ－
Ａ用の移動局装置、ＤＬ－２－２とＵＬ－２を使用して通信を行なうＬＴＥ－Ａ用の移動
局装置、ＤＬ－２－３とＵＬ－２を使用して通信を行なうＬＴＥ－Ａ用の移動局装置のそ
れぞれと、基地局装置が通信できる。すなわち、ここでのＬＴＥ－Ａ用の移動局装置は、
複数の下りリンクのキャリア要素（キャリア要素グループ）と組み合わせされた上りリン
クのキャリア要素で通信可能な移動局装置と解釈できる。ＬＴＥ用の移動局装置は、１つ
の下りリンクキャリア要素と組み合わされた上りリンクのキャリア要素で通信可能な移動
局装置と解釈できる。
【０１３０】
　同様に、図６Ｂに示すように、上りリンクの通信に使用する周波数帯域（ＵＬシステム
帯域：６０ＭＨｚ）を、２０ＭＨｚの帯域幅を持った３つのキャリア要素から構成し、下
りリンクの通信に使用する周波数帯域（ＤＬシステム帯域：８０ＭＨｚ）を、２０ＭＨｚ
の帯域幅を持った４つのキャリア要素から構成し、２０ＭＨｚと２０ＭＨｚと４０ＭＨｚ
のキャリア要素またはキャリア要素グループを構成し、ＵＬシステム帯域を構成するキャ
リア要素それぞれとＤＬシステム帯域を構成するキャリア要素またはキャリア要素グルー
プの１つを対応させて（例えば、ＤＬ－１とＵＬ－１、ＤＬ－２とＵＬ－２、ＤＬ－３と
ＵＬ－３を対応させて）ＤＬ：８０ＭＨｚおよびＵＬ：６０ＭＨｚの帯域幅を持った周波
数帯域を使用して通信を行なうことができる能力を持ったＬＴＥ－Ａ用の移動局装置を動
作させることができる（ＬＴＥ－Ａ用の移動局装置を、フルシステムの上で動作させるこ
とができる）。
【０１３１】
　さらに、図６Ｂに示す移動通信システムにおいて、上りリンクの通信に使用する周波数
帯域（ＵＬシステム帯域：６０ＭＨｚ）を構成する３つのキャリア要素と、下りリンクの
通信に使用する周波数帯域（ＤＬシステム帯域：８０ＭＨｚ）を構成する２つのキャリア
要素、および、１つのキャリア要素グループに含まれるキャリア要素の組み合わせの中か
ら１つのキャリア要素の組み合わせを使用して（例えば、ＤＬ－３－１とＵＬ－３を使用
して）ＤＬ：２０ＭＨｚおよびＵＬ：２０ＭＨｚの帯域幅を持った周波数帯域を使用して
通信を行なうことができる能力を持ったＬＴＥ用の移動局装置を動作させることができる
（ＬＴＥ用の移動局装置を、サブシステムの上で動作させることができる）。ここで、そ
れぞれの移動局装置によって使用する１つのキャリア要素の組み合わせは異なり、例えば
、ＤＬ－１とＵＬ－１を使用して通信を行なう移動局装置、ＤＬ－２とＵＬ－２を使用し
て通信を行なう移動局装置、ＤＬ－３－１とＵＬ－３を使用して通信を行なう移動局装置
のそれぞれと、基地局装置が通信できる。
【０１３２】
　さらに、ＬＴＥ用に使用される上りリンクのキャリア要素と下りリンクのキャリア要素
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グループに含まれるキャリア要素のいずれか一組の組み合わせ以外のキャリア要素の組み
合わせを使用して（例えば、ＤＬ－３－２とＵＬ－３を使用して）、ＤＬ：２０ＭＨｚお
よびＵＬ：２０ＭＨｚの帯域幅を持った周波数帯域を使用して通信を行なうことができる
能力を持ったＬＴＥ－Ａ用の移動局装置を動作させることができる。ここで、それぞれの
移動局装置によって使用される１つのキャリア要素の組み合わせは異なり、例えば、ＤＬ
－３－１とＵＬ－３を使用して通信を行なうＬＴＥ－Ａ用の移動局装置、ＤＬ－３－２と
ＵＬ－３を使用して通信を行なうＬＴＥ－Ａ用の移動局装置それぞれと基地局装置が通信
できる。すなわち、ここでのＬＴＥ－Ａ用の移動局装置は、複数の下りリンクのキャリア
要素（キャリア要素グループ）と組み合わせされた上りリンクのキャリア要素で通信可能
な移動局装置と解釈できる。ＬＴＥ用の移動局装置は、１つの下りリンクキャリア要素と
組み合わされた上りリンクのキャリア要素で通信可能な移動局装置と解釈できる。
【０１３３】
　ここで、図５Ｂと図６Ａ、または、図５Ｃと図６Ｂをそれぞれ同時にシステムとして動
作することも可能である。すなわち、図６Ａのシステム上で、例えば、ＤＬ－１とＵＬ－
１を使用するＤＬ：４０ＭＨｚおよびＵＬ：２０ＭＨｚの帯域幅を持った周波数帯域を使
用して通信を行なうことができる能力を持った移動局装置、ＤＬ－２とＵＬ－２を使用す
るＤＬ：６０ＭＨｚおよびＵＬ：２０ＭＨｚの帯域幅を持った周波数帯域を使用して通信
を行なうことができる能力を持った移動局装置のそれぞれと基地局装置が通信できる。図
６Ｂのシステム上で、例えば、ＤＬ－１とＵＬ－１を使用するＤＬ：２０ＭＨｚおよびＵ
Ｌ：２０ＭＨｚの帯域幅を持った周波数帯域を使用して通信を行なうことができる能力を
持った移動局装置、ＤＬ－２とＵＬ－２を使用するＤＬ：２０ＭＨｚおよびＵＬ：２０Ｍ
Ｈｚの帯域幅を持った移動局装置、ＤＬ－３とＵＬ－３を使用するＤＬ４０ＭＨｚおよび
ＵＬ２０ＭＨｚの帯域幅を持った周波数帯域を使用して通信を行なうことができる能力を
持った移動局装置のそれぞれと基地局装置が通信できる。
【０１３４】
　さらに、第１の実施形態に示す移動通信システムでは、キャリア要素から構成される広
帯域なシステム帯域（ＤＬシステム帯域、ＵＬシステム帯域）を使用して通信を行なうこ
とができる能力を持った移動局装置が、対応させたキャリア要素の組み合わせの中の１つ
の組み合わせを使用して通信を行なうことができる。すなわち、広帯域なシステム帯域を
使用して通信を行なうことができる能力を持った移動局装置が、１つのキャリア要素の組
み合わせを使用して通信を行なう能力を持った移動局装置として動作することができる。
すなわち、広帯域なシステム帯域（ＤＬシステム帯域、ＵＬシステム帯域）を使用して動
作することのできる移動局装置が、対応させたキャリア要素の１つの組み合わせを使用し
て通信を行なうことを認識することによって、１つのキャリア要素の組み合わせのみを使
用して通信を行なうことができる。
【０１３５】
　例えば、図６Ａに示す移動通信システムにおいて、ＤＬシステム帯域、および、ＵＬシ
ステム帯域を使用して通信を行なうことができる移動局装置が、ＤＬ－１－１とＵＬ－１
を使用して通信を行なうことを認識することによって、ＤＬ－１－１とＵＬ－１を使用し
て通信を行なう移動局装置として動作することができる。具体的には、ＤＬシステム帯域
、および、ＵＬシステム帯域を使用して通信を行なうことができるＬＴＥ－Ａ用の移動局
装置が、ＤＬ－１－１とＵＬ－１を使用して通信を行なうことを認識することによって、
ＤＬ－１－１とＵＬ－１を使用してＬＴＥ用の移動局装置として動作することができる（
ＬＴＥ―Ａ用の移動局装置を、サブシステムの上で、ＬＴＥ用の移動局装置として動作さ
せることができる）。
【０１３６】
　ここで、移動局装置に対して、対応させたキャリア要素の１つの組み合わせ（例えば、
ＤＬ－１－１とＵＬ－１）を使用して通信を行なうことを認識させる制御情報（制御信号
）は、基地局装置によって送信することができる。すなわち、基地局装置は、ＬＴＥ－Ａ
用の移動局装置に対して、制限された周波数帯域（例えば、ＤＬ－１－１とＵＬ－１）を
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使用して通信を行なうための制御情報（制御信号）を送信し、この信号を受信したＬＴＥ
－Ａ用の移動局装置は、制限された周波数帯域（例えば、ＤＬ－１－１とＵＬ－１）を使
用して、ＬＴＥ用の移動局装置として通信を行なうことができる（基地局装置は、制御信
号によって、ＬＴＥ―Ａ用の移動局装置を、サブシステムの上で、ＬＴＥ用の移動局装置
として動作させることができる）。
【０１３７】
　上記までに示したように、第１の実施形態では、キャリア要素および／またはキャリア
要素グループから構成される広帯域なシステム帯域（ＵＬシステム帯域、ＤＬシステム帯
域）を使用して基地局装置と移動局装置が通信を行なう際に、上りリンクの通信に使用す
る周波数帯域（ＵＬシステム帯域）を構成する複数のキャリア要素それぞれと下りリンク
の通信に使用する周波数帯域（ＤＬシステム帯域）を構成するキャリア要素および／また
はキャリア要素グループのそれぞれを対応させて通信を行なうことにより、基地局装置か
ら移動局装置への制御情報（制御信号）を増加させることなく、基地局装置と移動局装置
が効率的に通信を行なうことができる。
【０１３８】
　また、対応させたＵＬシステム帯域のキャリア要素とＤＬシステム帯域のキャリア要素
および／またはキャリア要素グループの中のいずれか一組のキャリア要素の組み合わせを
使用して、（異なる能力を持った）移動局装置を動作させることによって、広帯域の周波
数帯域（例えば、１００ＭＨｚの帯域幅を持った周波数帯域）を使用して通信を行なうこ
とができる能力を持った移動局装置と、狭帯域の周波数帯域（例えば、２０ＭＨｚの帯域
幅を持った周波数帯域）を使用して通信を行なうことができる能力を持った移動局装置を
、同じ周波数帯域を使用して柔軟に共存させることができ、効率的な移動通信システムを
実現することができる。
【０１３９】
　（第２の実施形態）
　本発明の第２の実施形態について説明する。本発明の第２の実施形態は、第１の実施例
で説明したような下りリンクのシステム帯域が複数のキャリア要素および／またはキャリ
ア要素グループ、上りリンクのシステム帯域が複数のキャリア要素によって構成され、下
りリンクのキャリア要素および／またはキャリア要素グループそれぞれと上りリンクのキ
ャリア要素それぞれを対応させて通信を行なう移動通信システム、基地局装置、および、
移動局装置に適用可能である。ここでは、例として、図６Ａに示すような移動通信システ
ムについて説明するが、第２の実施形態は、第１の実施形態が適用できる全ての移動通信
システム、基地局装置、および、移動局装置に適用が可能である。
【０１４０】
　図７に、図６Ａに示した移動通信システムと同様の移動通信システムを示す。第１の実
施形態で説明した通り、図７で示す移動通信システムにおいて、基地局装置と移動局装置
は、上りリンクのシステム帯域を構成する複数のキャリア要素それぞれと、下りリンクの
システム帯域を構成する複数のキャリア要素を含んだ複数のキャリア要素グループの１つ
を対応させて通信を行なう。
【０１４１】
　図７では、基地局装置と移動局装置が、ＵＬシステム帯域（１００ＭＨｚ）を構成する
２つのキャリア要素（ＵＬ－１：２０ＭＨｚ、ＵＬ－２：２０ＭＨｚ）と、ＤＬシステム
帯域（１００ＭＨｚ）構成する２つのキャリア要素グループ（ＤＬ－１：４０ＭＨｚ、Ｄ
Ｌ－２：６０ＭＨｚ）を、ＤＬ－１とＵＬ－１、ＤＬ－２とＵＬ－２を対応させて通信を
行なうことを示している。ここで、キャリア要素グループは複数のキャリア要素によって
構成されて、図７に示すとおり、キャリア要素グループＤＬ－１は、キャリア要素ＤＬ－
１－１とＤＬ－１－２によって構成され、キャリア要素グループＤＬ－２は、キャリア要
素ＤＬ－２－１とＤＬ－２－２とＤＬ－２－３によって構成されている。以下、第２の実
施形態では、キャリア要素および／またはキャリア要素グループの組み合わせの一例とし
て、このような組み合わせについて説明するが、第２の実施形態は、どのようなキャリア
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要素および／またはキャリア要素グループ組み合わせにも適用することができ、例えば、
図５Ａに示すような移動通信システムにおいても、第２の実施形態を適用することができ
る。
【０１４２】
　以下、第２の実施形態では、説明を明確にするために、下りリンクの通信に使用する周
波数帯域（ＤＬシステム帯域）は、複数のキャリア要素を含む（複数のキャリア要素によ
って構成される）複数のキャリア要素グループによって構成されると表現するが、第２の
実施形態を、図５Ａに示すような移動通信システムに適用する際には、下りリンクの通信
に使用する周波数帯域（ＤＬシステム帯域）は、複数のキャリア要素によって構成される
と表現される。
【０１４３】
　図７に示す移動通信システムにおいて、移動局装置から基地局装置への上りリンクの通
信に使用されるＵＬシステム帯域には、右上がりの斜線で示される物理上りリンク共用チ
ャネル（以下、ＰＵＳＣＨ）、および、右下がりの斜線で示される物理上りリンク制御チ
ャネル（以下、ＰＵＣＣＨ）が配置される。ここで、ＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨは、ＵＬシ
ステム帯域を構成するキャリア要素（ＵＬ－１、および、ＵＬ－２）それぞれに対して配
置される。また、図７では、ＰＵＣＣＨは、キャリア要素それぞれの両端部分（エッジ部
分）に分散して配置している。
【０１４４】
　図７に示すように、第２の実施形態に示す移動通信システムにおいて、移動局装置から
基地局装置へデータ（以下、データとは、上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）、および／
または、制御データを示す）を送信するために使用されるＰＵＳＣＨの数、および、制御
データを送信するために使用されるＰＵＣＣＨの数の合計数は、ＵＬシステム帯域を構成
するキャリア要素の数と同数となり、ＵＬシステム帯域を構成するキャリア要素の数に応
じて変化する。
【０１４５】
　以下、基地局装置と移動局装置の動作について説明する。基地局装置は移動局装置に対
して、複数のキャリア要素によって構成される下りリンクの複数のキャリア要素グループ
（ＤＬ－１、ＤＬ－２）それぞれで、物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を使用
して、下りリンク共用チャネル（ＰＤＳＣＨ）のリソース割り当て、および、物理上りリ
ンク共用チャネル（ＰＵＳＣＨ）のリソース割り当て情報を含む上りリンク送信許可信号
を送信する。すなわち、基地局装置は、同一サブフレームで下りリンクの複数のキャリア
要素グループの数と同数のＰＤＣＣＨを使用して、ＰＤＳＣＨのリソース割り当て、およ
び、上りリンク送信許可信号の送信を行なうことができる。基地局装置から上りリンク送
信許可信号を受信した移動局装置は、上りリンク送信許可信号に含まれるリソース割り当
て情報に従って、データを、対応する上りリンクのキャリア要素（ＵＬ－１、ＵＬ－２）
それぞれのＰＵＳＣＨを使用して送信する。すなわち、移動局装置は、同一サブフレーム
で上りリンクの複数のキャリア要素の数と同数のＰＵＳＣＨ（データ）を送信することが
できる。これは、基地局装置と移動局装置が、下りリンクの複数のキャリア要素グループ
、または、上りリンクの複数のキャリア要素と同数の上りトランスポートチャネル（ＵＬ
－ＳＣＨ）を送受信することができるとも言える。また、基地局装置は、移動局装置から
送信された上りリンクデータに対するＨＡＲＱのＡＣＫ／ＮＡＣＫを、対応する下りリン
クの複数のキャリア要素グループそれぞれで、ＰＨＩＣＨを使用して送信する。すなわち
、基地局装置は、同一サブフレームで上りリンクの複数のキャリア要素に対応した下りリ
ンクの複数のキャリア要素グループと同数のＨＡＲＱのＡＣＫ／ＮＡＣＫ（ＰＨＩＣＨ）
を送信することができる。
【０１４６】
　上述の通り、図７に示される移動通信システムにおいて、基地局装置は、ＤＬ－１の（
ＤＬ－１に配置されたとも言う）ＰＤＣＣＨを使用して上りリンク送信許可信号を送信し
、この信号を受信した移動局装置は、ＤＬ－１に対応したＵＬ－１の（ＵＬ－１に配置さ
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れたとも言う）ＰＵＳＣＨを使用してデータを送信する。同様に、基地局装置は、ＤＬ－
２の（ＤＬ－２に配置されたとも言う）ＰＤＣＣＨを使用して上りリンク送信許可信号を
送信し、この信号を受信した移動局装置は、ＤＬ－２に対応したＵＬ－２の（ＵＬ－２に
配置されたとも言う）ＰＵＳＣＨを使用してデータを送信する。また、基地局装置は、同
一サブフレームでＤＬ－１、および、ＤＬ－２のＰＤＣＣＨを使用して上りリンク送信許
可信号を送信し、移動局装置は、同一サブフレームで対応するＵＬ－１、および、ＵＬ－
２のＰＵＳＣＨを使用してデータを送信する。
【０１４７】
　さらに、基地局装置は移動局装置に対して、複数のキャリア要素によって構成される下
りリンクの複数のキャリア要素グループ（ＤＬ－１、ＤＬ－２）それぞれで、ＰＤＳＣＨ
を使用して下りリンクデータ（例えば、下りユーザーデータ）を送信する。すなわち、基
地局装置は、同一サブフレームで下りリンクのキャリア要素グループの数と同数のＰＤＳ
ＣＨ（下りリンクデータ）を送信することができる。基地局装置から下りリンクの複数の
キャリア要素グループ（ＤＬ－１、ＤＬ－２）それぞれで送信された下りリンクデータを
受信した移動局装置は、下りリンクデータに対するＨＡＲＱのＡＣＫ／ＮＡＣＫを、対応
する上りリンクのキャリア要素（ＵＬ－１、ＵＬ－２）それぞれのＰＵＣＣＨを使用して
送信する。すなわち、移動局装置は、同一サブフレームで上りリンクの複数のキャリア要
素の数と同数のＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信することができる。これは、基地局装置と移動局
装置が、下りリンクの複数のキャリア要素グループ、または、上りリンクの複数のキャリ
ア要素と同数の下りトランスポートチャネル（ＤＬ－ＳＣＨ）を送受信することができる
とも言える。
【０１４８】
　上述の通り、図７に示される移動通信システムにおいて、基地局装置は、ＤＬ－１の（
ＤＬ－１に配置されたとも言う）ＰＤＳＣＨを使用して下りリンクデータを送信し、移動
局装置は、ＤＬ－１に対応するＵＬ－１の（ＵＬ－１に配置されたとも言う）ＰＵＣＣＨ
を使用して下りリンクデータに対するＨＡＲＱのＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する。同様に、
基地局装置は、ＤＬ－２の（ＤＬ－２に配置されたとも言う）ＰＤＳＣＨを使用して下り
リンクデータを送信し、移動局装置は、ＤＬ－２に対応するＵＬ－２の（ＵＬ－２に配置
されたとも言う）ＰＵＣＣＨを使用して下りリンクデータに対するＨＡＲＱのＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫを送信する。また、基地局装置は、同一サブフレームでＤＬ－１、および、ＤＬ－
２のＰＤＳＣＨを使用して下りリンクデータを送信し、移動局装置は、同一サブフレーム
で対応するＵＬ－１、および、ＵＬ－２のＰＵＣＣＨを使用して下りリンクデータに対す
るＨＡＲＱのＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する。
【０１４９】
　ここで、図８を使用して、移動局装置が、下りリンクの複数のキャリア要素グループ（
ＤＬ－１、ＤＬ－２）に対応する上りリンクのキャリア要素（ＵＬ－１、ＵＬ－２）それ
ぞれのＰＵＣＣＨを使用して下りリンクデータに対するＨＡＲＱのＡＣＫ／ＮＡＣＫを送
信しようとした際に、基地局装置が、上りリンクのキャリア要素（ＵＬ－１、および／ま
たは、ＵＬ－２）のＰＵＳＣＨに対するリソース割り当てを行なった場合について説明す
る。図８では説明を分かりやすくするために、上りリンクのキャリア要素（ＵＬ－１、Ｕ
Ｌ－２）それぞれにＰＵＣＣＨを１つずつ記載している（この図８は、あるスロットにお
ける、ある移動局装置の上りリンクについて説明している。システム全体としては、ＰＵ
ＣＣＨは、上りリンクのキャリア要素それぞれの両端部分（エッジ部分）に分散して配置
されている）。
【０１５０】
　移動局装置は、基地局装置から下りリンクの複数のキャリア要素グループ（ＤＬ－１、
ＤＬ－２）それぞれで送信される下りリンクデータに対するＨＡＲＱのＡＣＫ／ＮＡＣＫ
を、対応する上りリンクのキャリア要素（ＵＬ－１、ＵＬ－２）それぞれのＰＵＣＣＨを
使用して送信する際に、基地局装置によって、上りリンクのキャリア要素（ＵＬ－１、お
よび／または、ＵＬ－２）のＰＵＳＣＨのリソースに対する割り当てがあった場合、割り



(32) JP 5469072 B2 2014.4.9

10

20

30

40

50

当てられたＰＵＳＣＨのリソースを使用してＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する。すなわち、基
地局装置は下りリンクの複数のキャリア要素グループ（ＤＬ－１、ＤＬ－２）それぞれで
上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）を送信するためのＰＵＳＣＨのリソースを上りリンク
送信許可信号によって割り当て、この信号を受信した移動局装置は、対応する上りリンク
のキャリア要素（ＵＬ－１、ＵＬ－２）それぞれのＰＵＣＣＨで送信しようとしていたＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫを上りリンク送信許可信号によって割り当てられたＰＵＳＣＨのリソース
を使用して送信する。
【０１５１】
　この際、下りリンクの複数のキャリア要素グループ（ＤＬ－１、ＤＬ－２）それぞれで
使用される上りリンク送信許可信号として、異なるフォーマットを定義し、上りリンクの
複数のキャリア要素を使用して上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）を送信するためのＰＵ
ＳＣＨのリソースを割り当てることができる。
【０１５２】
　上記に記載した通り、移動局装置は、基地局装置からＤＬ－１で送信された下りリンク
データに対するＨＡＲＱのＡＣＫ／ＮＡＣＫを対応するＵＬ－１のＰＵＣＣＨを使用して
送信しようとする際に、基地局装置からＵＬ－１のＰＵＳＣＨに対するリソース割り当て
があった場合、ＵＬ－１のＰＵＣＣＨを使用して送信しようとしていたＡＣＫ／ＮＡＣＫ
を、ＵＬ－１のＰＵＳＣＨを使用して送信する。同様に、移動局装置は、基地局装置から
ＤＬ－２で送信された下りリンクデータに対するＨＡＲＱのＡＣＫ／ＮＡＣＫを対応する
ＵＬ－２のＰＵＣＣＨを使用して送信しようとする際に、基地局装置からＵＬ－２のＰＵ
ＳＣＨに対するリソース割り当てがあった場合、ＵＬ－２のＰＵＣＣＨを使用して送信し
ようとしていたＡＣＫ／ＮＡＣＫを、ＵＬ－２のＰＵＳＣＨを使用して送信する。また、
基地局装置は、同一サブフレームでＵＬ－１、および、ＵＬ－２のＰＵＳＣＨのリソース
を上りリンク送信許可信号によって割り当て、移動局装置は、同一サブフレームでＵＬ－
１、および、ＵＬ－２のＰＵＣＣＨを使用して送信しようとしていたＡＣＫ／ＮＡＣＫを
、上り送信許可信号によって割り当てられたＰＵＳＣＨのリソースを使用して送信するこ
とができる。ここで、移動局装置は、上りリンクのキャリア要素（ＵＬ－１および／また
はＵＬ－２）のＰＵＳＣＨを使用して、ＡＣＫ／ＮＡＣＫのみ、もしくは、上りリンクデ
ータとＡＣＫ／ＮＡＣＫを共に送信することができる。
【０１５３】
　図８に記載しているＰＵＣＣＨのリソースからＰＵＳＣＨのリソースに伸びている矢印
は、上りリンクのキャリア要素（ＵＬ－１、ＵＬ－２）それぞれのＰＵＣＣＨを使用して
下りリンクデータに対するＨＡＲＱのＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信しようとした移動局装置が
、基地局装置からのＰＵＳＣＨのリソース割り当てに応じて、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信し
ようとしていたＰＵＣＣＨが配置されているキャリア要素と同じキャリア要素内に配置さ
れたＰＵＳＣＨのリソースを使用してＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信していることを示している
。すなわち、移動局装置は、下りリンクデータに対するＨＡＲＱのＡＣＫ／ＮＡＣＫを送
信すべきキャリア要素において、基地局装置によるＰＵＳＣＨのリソース割り当てがあっ
た場合、割り当てられたＰＵＳＣＨのリソースを使用してＡＣＫ／ＮＡＣＫを基地局装置
へ送信する。
【０１５４】
　図７に戻り、基地局装置は移動局装置に対して、複数のキャリア要素から構成される下
りリンクの複数のキャリア要素グループ（ＤＬ－１、ＤＬ－２）のいずれかを使用して、
チャネル状態情報、および／または、スケジューリング要求を送信するために使用される
物理上りリンク制御チャネル（以下、ＰＵＣＣＨ）のリソースを無線資源制御信号（以下
、ＲＲＣシグナリング）によって割り当てる。この信号を受信した移動局装置は、チャネ
ル状態情報および／またはスケジューリング要求を、割り当てられた上りリンクのキャリ
ア要素（ＵＬ－１および／またはＵＬ－２）のＰＵＣＣＨを使用して送信する。すなわち
、基地局装置は下りリンクの複数のキャリア要素グループ（ＤＬ－１、ＤＬ－２）のいず
れかで送信するＲＲＣシグナリングによって、複数の上りリンクのキャリア要素（ＵＬ－
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１およびＵＬ－２）に対するＰＵＣＣＨのリソースを割り当てることができる。
【０１５５】
　この際、基地局装置は、移動局装置が上りリンクのどのキャリア要素（ＵＬ－１および
／またはＵＬ－２）を使用して、チャネル状態情報および／またはスケジューリング要求
を送信するのかを指示する上りリンクキャリア要素指示情報を、ＲＲＣシグナリングに含
めて送信することができる。すなわち、基地局装置は、移動局装置がＵＬ－１のＰＵＣＣ
Ｈ、もしくは、ＵＬ－２のＰＵＣＣＨ、もしくは、ＵＬ－１とＵＬ－２のＰＵＣＣＨを使
用して、チャネル状態情報および／またはスケジューリング要求を送信するのかを指示す
る上りリンクキャリア要素指示情報をＲＲＣシグナリングに含めて送信することができる
。ここで、この上りリンクキャリア要素指示情報は、単純にキャリア要素の番号を明示的
に示しても良いし、キャリア要素に依存せずに番号付けられたそれぞれのＰＵＣＣＨの周
波数リソースに付与された連続番号によって暗示的に示されても良い。すなわち、移動局
装置は、複数のキャリア要素から構成される下りリンクの複数のキャリア要素グループ（
ＤＬ－１、ＤＬ－２）のいずれかで送信されたＲＲＣシグナリングに含まれる上りリンク
キャリア要素指示情報に従って、チャネル状態情報および／またはスケジューリング要求
を、上りリンクのキャリア要素（ＵＬ－１および／またはＵＬ－２）のＰＵＣＣＨを使用
して送信する。この際、それぞれの上りリンクのキャリア要素に割り当て可能なＰＵＣＣ
Ｈは１つであり、異なるキャリア要素であれば同時に複数のＰＵＣＣＨを使用するように
指定することが可能である。
【０１５６】
　図７に示される移動通信システムにおいて、基地局装置は、ＤＬ－１、ＤＬ－２のいず
れかを使用して、上りリンクキャリア要素指示情報を含んだＲＲＣシグナリングを移動局
装置に送信し、この信号を受信した移動局装置は、ＲＲＣシグナリングに含まれる上りリ
ンクキャリア要素指示情報に従って、ＵＬ－１、もしくは、ＵＬ－２、もしくはＵＬ－１
およびＵＬ－２のＰＵＣＣＨを使用して、チャネル状態情報および／またはスケジューリ
ング要求を基地局装置に送信する。
【０１５７】
　ここで、移動局装置が、上りリンクのキャリア要素（ＵＬ－１および／またはＵＬ－２
）のＰＵＣＣＨを使用して、チャネル状態情報を送信しようとした際に（送信しようとし
たサブフレームと同一のサブフレームで）、基地局装置によって対応する上りリンクのキ
ャリア要素（ＵＬ－１および／またはＵＬ－２）のＰＵＳＣＨに対するリソース割り当て
があった場合について、図８を使用して説明する。
【０１５８】
　図８に示すように、移動局装置は、基地局装置からのＲＲＣシグナリングに従って、上
りリンクのキャリア要素（ＵＬ－１および／またはＵＬ－２）のＰＵＣＣＨを使用してチ
ャネル状態情報を送信しようとする際に、基地局装置によって、対応するキャリア要素（
ＵＬ－１および／またはＵＬ－２）のＰＵＳＣＨに対するリソース割り当てがあった場合
、移動局装置は、割り当てられたＰＵＳＣＨのリソースを使用してチャネル状態情報を送
信する。すなわち、移動局装置は、ＵＬ－１のＰＵＣＣＨを使用してチャネル状態情報を
送信しようとしたサブフレームと同一のサブフレームで、基地局装置からの上りリンク送
信許可信号によって、ＵＬ－１のＰＵＳＣＨでの送信が指示された場合、上りリンク送信
許可信号によって割り当てられたＵＬ－１のＰＵＳＣＨのリソースを使用してチャネル状
態情報を送信し、ＵＬ－１のＰＵＣＣＨでのチャネル状態情報は送信しない。
【０１５９】
　同様に、移動局装置は、ＵＬ－２のＰＵＣＣＨを使用してチャネル状態情報を送信しよ
うとしたサブフレームと同一のサブフレームで、基地局装置からの上りリンク送信許可信
号によってＵＬ－２のＰＵＳＣＨでの送信が指示された場合、上りリンク送信許可信号に
よって割り当てられたＵＬ－２のＰＵＳＣＨのリソースを使用して、チャネル状態情報を
送信し、ＵＬ－２のＰＵＣＣＨでのチャネル状態情報は送信しない。さらに、移動局装置
は、ＵＬ－１とＵＬ－２のＰＵＣＣＨを使用してチャネル状態情報を送信しようとしたサ
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ブフレームと同一のサブフレームで、基地局装置からの上りリンク送信許可信号によって
ＵＬ－１のＰＵＳＣＨでの送信が指示された場合、上りリンク送信許可信号によって割り
当てられたＵＬ－１のＰＵＳＣＨのリソースと、ＲＲＣシグナリングによって割り当てら
れたＵＬ－２のＰＵＣＣＨのリソースを使用して、チャネル状態情報を送信し、ＵＬ－１
のＰＵＣＣＨでのチャネル状態情報は送信しない。
【０１６０】
　この際、移動局装置は、ＵＬ－１のＰＵＳＣＨとＵＬ－２のＰＵＣＣＨを使用して、同
一のサブフレームでチャネル状態情報を送信する。同様に、移動局装置は、基地局装置か
らのＲＲＣシグナリングによって、ＵＬ－１とＵＬ－２のＰＵＣＣＨを使用してチャネル
状態情報を送信しようとしたサブフレームと同一のサブフレームで、基地局装置からの上
りリンク送信許可信号によってＵＬ－２のＰＵＳＣＨでの送信が指示された場合、ＲＲＣ
シグナリングによって割り当てられたＵＬ－１のＰＵＣＣＨのリソースと、上りリンク送
信許可信号によって割り当てられたＵＬ－２のＰＵＳＣＨのリソースを使用してチャネル
状態情報を送信し、ＵＬ－２のＰＵＣＣＨでのチャネル状態情報は送信しない。この際、
移動局装置は、ＵＬ－１のＰＵＣＣＨとＵＬ－２のＰＵＳＣＨを使用して、同一のサブフ
レームでチャネル状態情報を送信する。
【０１６１】
　また、移動局装置は、基地局装置からのＲＲＣシグナリングによって、ＵＬ－１とＵＬ
－２のＰＵＣＣＨを使用してチャネル状態情報を送信しようとしたサブフレームと同一の
サブフレームで、基地局装置からの上りリンク送信許可信号によってＵＬ－１およびＵＬ
－１のＰＵＳＣＨでの送信が指示された場合、上りリンク送信許可信号によって割り当て
られたＵＬ－１およびＵＬ－２のＰＵＳＣＨのリソースを使用して、チャネル状態情報を
送信し、ＵＬ－１およびＵＬ－２のＰＵＣＣＨでのチャネル状態情報は送信しない。この
際、移動局装置は、ＵＬ－１およびＵＬ－２のＰＵＳＣＨを使用して、同一のサブフレー
ムでチャネル状態情報を送信する。ここで、移動局装置は、上りリンクのキャリア要素（
ＵＬ－１、ＵＬ－２）それぞれのＰＵＳＣＨを使用して、チャネル状態情報のみ、もしく
は、上りリンクデータとチャネル状態情報を共に送信することができる。
【０１６２】
　図８に記載しているＰＵＣＣＨのリソースからＰＵＳＣＨのリソースに伸びている矢印
は、上りリンクのキャリア要素（ＵＬ－１および／またはＵＬ－２）のＰＵＣＣＨを使用
してチャネル状態情報を送信しようとした移動局装置が、基地局装置からのＰＵＳＣＨの
リソース割り当てに応じて、チャネル状態情報を送信しようとしていたＰＵＣＣＨが配置
されているキャリア要素と同じキャリア要素内に配置されたＰＵＳＣＨのリソースを使用
してチャネル状態情報を送信していることを示している。すなわち、移動局装置は、チャ
ネル状態情報を送信すべきキャリア要素において、基地局装置によるＰＵＳＣＨのリソー
ス割り当てがあった場合、割り当てられたＰＵＳＣＨのリソースを使用してチャネル状態
情報を基地局装置へ送信する。
【０１６３】
　ここで、移動局装置から基地局装置へ上りリンクのキャリア要素（ＵＬ－１および／ま
たはＵＬ－２）のＰＵＣＣＨを使用して送信されるチャネル状態情報とスケジューリング
要求について、さらに説明する（上記で説明した通り、チャネル状態情報は、上りリンク
キャリア要素（ＵＬ－１および／またはＵＬ－２）のＰＵＣＣＨ、および、ＰＵＳＣＨの
いずれかを使用して送信することができる）。
【０１６４】
　まず、チャネル状態情報について説明する。基地局装置から、下りリンクの複数のキャ
リア要素グループ（ＤＬ－１、ＤＬ－２）のいずれかで送信されるＲＲＣシグナリングに
よって、チャネル状態情報を送信するように指示された移動局装置は、上りリンクのキャ
リア要素（ＵＬ－１および／またはＵＬ－２）のＰＵＣＣＨを使用して、複数のキャリア
要素グループから構成される下りリンクの（全）システム帯域に対するチャネル状態情報
を基地局装置へ送信する。すなわち、移動局装置は、下りリンクの複数のキャリア要素グ
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ループ（ＤＬ－１、ＤＬ－２）によって構成される下りリンクの（全）システム帯域（Ｄ
Ｌシステム帯域）に関するチャネル状態情報を算出し、上りリンクのキャリア要素（ＵＬ
－１および／またはＵＬ－２）のＰＵＣＣＨ（上述したように、基地局装置による割り当
てが発生した場合にはＰＵＳＣＨ）を使用して送信することができる。これは、移動局装
置が、基地局装置から下りリンクの複数のキャリア要素グループ（ＤＬ－１、ＤＬ－２）
のいずれかで送信されたＲＲＣシグナリングに従って、少なくとも一つの上りリンクのキ
ャリア要素（ＵＬ－１もしくはＵＬ－２）のＰＵＣＣＨを使用して、下りリンクの（全）
システム帯域（ＤＬシステム帯域）に関するチャネル状態情報を送信することができると
も言える。また、移動局装置が、基地局装置から下りリンクの複数のキャリア要素グルー
プ（ＤＬ－１、ＤＬ－２）のいずれかで送信されたＲＲＣシグナリングに従って、複数の
上りリンクのキャリア要素（ＵＬ－１およびＵＬ－２）のＰＵＣＣＨを使用して、下りリ
ンクの（全）システム帯域（ＤＬシステム帯域）に関するチャネル状態情報を送信するこ
とができるとも言える。すなわち送信されるチャネル状態情報は、キャリア要素ごとでは
なく移動局装置単位で要求される。
【０１６５】
　続いて、スケジューリング要求について説明する。基地局装置から、下りリンクの複数
のキャリア要素グループ（ＤＬ－１、ＤＬ－２）のいずれかで送信されるＲＲＣシグナリ
ングによって、スケジューリング要求を送信することができるサブフレームを指示された
移動局装置は、上りリンクのキャリア要素（ＵＬ－１および／またはＵＬ－２）のＰＵＣ
ＣＨを使用して、複数のキャリア要素から構成される上りリンクの（全）システム帯域に
対するスケジューリング要求（ＵＬ－ＳＣＨ送信の要求）を基地局装置へ送信することが
できる。これは、移動局装置が、基地局装置から下りリンクの複数のキャリア要素グルー
プ（ＤＬ－１、ＤＬ－２）のいずれかで送信されたＲＲＣシグナリングに従って、少なく
とも一つの上りリンクのキャリア要素（ＵＬ－１もしくはＵＬ－２）のＰＵＣＣＨを使用
して、上りリンクの（全）システム帯域（ＵＬシステム帯域）に関するスケジューリング
要求を送信することができるとも言える。また、移動局装置が、基地局装置から下りリン
クの複数のキャリア要素グループ（ＤＬ－１、ＤＬ－２）のいずれかで送信されたＲＲＣ
シグナリングに従って、複数の上りリンクのキャリア要素（ＵＬ－１およびＵＬ－２）の
ＰＵＣＣＨを使用して、上りリンクの（全）システム帯域（ＵＬシステム帯域）に関する
スケジューリング要求を送信することができるとも言える。すなわち送信されるスケジュ
ーリング要求は、キャリア要素ごとではなく移動局装置単位で要求される。
【０１６６】
　図９Ａ～Ｄは、上記までに説明したことを踏まえて、移動局装置がデータ（上りリンク
データ（ＵＬ－ＳＣＨ）、および／または、制御データ）を送信することができる上りリ
ンクのチャネル（ＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ）の組み合わせを示した図である。
【０１６７】
　上記までに説明した通り、移動局装置は、基地局装置からのＲＲＣシグナリング、およ
び、上りリンク送信許可信号に応じて、同一サブフレームにて、ＵＬ－１でのＰＵＳＣＨ
送信とＵＬ－２でのＰＵＳＣＨ送信、ＵＬ－１でのＰＵＣＣＨ送信とＵＬ－２でのＰＵＳ
ＣＨ送信、ＵＬ－１でのＰＵＳＣＨ送信とＵＬ－２でのＰＵＣＣＨ送信、ＵＬ－１でのＰ
ＵＣＣＨ送信とＵＬ－２でのＰＵＣＣＨ送信を行なうことができる。ここで、基地局装置
からのＲＲＣシグナリングは、下りリンクのキャリア要素グループ（ＤＬ－１、ＤＬ－２
）のいずれかを使用して送信される。また、下りリンクのキャリア要素グループ（ＤＬ－
１、ＤＬ－２、これらは、上りリンクのキャリア要素（ＵＬ－１、ＵＬ－２）でもある）
に対応した数の上りリンク送信許可信号が送信される。
【０１６８】
　それぞれのケースについて説明する。図９Ａは、ＵＬ－１ ＰＵＳＣＨおよびＵＬ－２ 
ＰＵＳＣＨの同一サブフレームでの送信を示している。移動局装置は、基地局装置から下
りリンクのキャリア要素グループ（ＤＬ－１、ＤＬ－２）それぞれで送信される上りリン
ク送信許可信号に応じて、対応する上りリンクのキャリア要素（ＵＬ－１、ＵＬ－２）そ
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れぞれのＰＵＳＣＨを使用してデータ（上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）、および／ま
たは、制御データ）を送信する。すなわち、移動局装置は、ＤＬ－１で送信された上りリ
ンク送信許可信号に応じて、ＵＬ－１のＰＵＳＣＨを使用してデータを基地局装置に送信
し、ＤＬ－２で送信された上りリンク送信許可信号に応じて、ＵＬ－２のＰＵＳＣＨを使
用してデータを基地局装置に送信する。
【０１６９】
　また、ＵＬ－１およびＵＬ－２のＰＵＣＣＨを使用してＡＣＫ／ＮＡＣＫ、および／ま
たは、チャネル状態情報および／または、スケジューリング要求を送信しようとした際に
、基地局装置が、ＤＬ－１、ＤＬ－２で上りリンク送信許可信号によって、ＵＬ－１ＰＵ
ＳＣＨおよびＵＬ－２　ＰＵＳＣＨでの送信を指示した場合にも、ＵＬ－１ ＰＵＳＣＨ
およびＵＬ－２ＰＵＳＣＨでのデータの送信が行なわれる。この際、ＵＬ－１のＰＵＣＣ
Ｈを使用して送信しようとしていたＡＣＫ／ＮＡＣＫ、および／または、チャネル状態情
報、および／または、スケジューリング要求は、ＵＬ－１　ＰＵＳＣＨで送信され、ＵＬ
－２のＰＵＣＣＨを使用して送信しようとしていたＡＣＫ／ＮＡＣＫ、および／または、
チャネル状態情報および／または、スケジューリング要求は、ＵＬ－２　ＰＵＳＣＨで送
信される。
【０１７０】
　また、図９Ｂは、ＵＬ－１ ＰＵＣＣＨおよびＵＬ－２ＰＵＳＣＨの同一サブフレーム
での送信を示している。移動局装置は、下りリンクのキャリア要素グループ（ここでは、
ＤＬ－２）で送信される上りリンク送信許可信号に応じて、対応したＵＬ－２のＰＵＳＣ
Ｈを使用してデータを送信する。また、ＵＬ－１および／またはＵＬ－２のＰＵＣＣＨを
使用してＡＣＫ／ＮＡＣＫ、および／または、チャネル状態情報、および／または、スケ
ジューリング要求を送信しようとした際に、基地局装置が、ＤＬ－２で上りリンク送信許
可信号によって、ＵＬ－２　ＰＵＳＣＨでの送信を指示した場合には、ＵＬ－１ＰＵＣＣ
Ｈおよび／またはＵＬ－２ＰＵＳＣＨでのデータの送信が行なわれる。この際、ＵＬ－１
のＰＵＣＣＨを使用して送信しようとしていたＡＣＫ／ＮＡＣＫ、および／または、チャ
ネル状態情報、および／または、スケジューリング要求は、ＵＬ－１　ＰＵＣＣＨで送信
され、ＵＬ－２のＰＵＣＣＨを使用して送信しようとしていたＡＣＫ／ＮＡＣＫ、および
／または、チャネル状態情報および／または、スケジューリング要求は、ＵＬ－２　ＰＵ
ＳＣＨで送信される。
【０１７１】
　図９Ｃは、ＵＬ－１ ＰＵＳＣＨおよびＵＬ－２ＰＵＣＣＨの同一サブフレームでの送
信を示している。移動局装置は、下りリンクのキャリア要素グループ（ここでは、ＤＬ－
１）で送信される上りリンク送信許可信号に応じて、ＵＬ－１のＰＵＳＣＨを使用してチ
ャネル状態情報やスケジューリング要求を送信する。また、ＵＬ－１および／またはＵＬ
－２のＰＵＣＣＨを使用してＡＣＫ／ＮＡＣＫ、および／または、チャネル状態情報、お
よび／または、スケジューリング要求を送信しようとした際に、基地局装置が、ＤＬ－１
で上りリンク送信許可信号によって、ＵＬ－１　ＰＵＳＣＨでの送信を指示した場合には
、ＵＬ－１ＰＵＳＣＨおよび／またはＵＬ－２　ＰＵＳＣＨでのデータの送信が行なわれ
る。この際、ＵＬ－１のＰＵＣＣＨを使用して送信しようとしていたＡＣＫ／ＮＡＣＫ、
および／または、チャネル状態情報、および／または、スケジューリング要求は、ＵＬ－
１　ＰＵＳＣＨで送信され、ＵＬ－２のＰＵＣＣＨを使用して送信しようとしていたＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ、および／または、チャネル状態情報および／または、スケジューリング要
求は、ＵＬ－２　ＰＵＣＣＨで送信される。
【０１７２】
　図９Ｄは、ＵＬ－１ ＰＵＣＣＨおよびＵＬ－２ＰＵＣＣＨの同一サブフレームでの送
信を示している。移動局装置は、基地局装置から下りリンクのキャリア要素グループ（Ｄ
Ｌ－１、ＤＬ－２）のいずれかで送信されるＲＲＣシグナリングに応じて、上りリンクの
キャリア要素（ＵＬ－１および／またはＵＬ－２）のＰＵＣＣＨを使用してチャネル状態
情報やスケジューリング要求を送信する。すなわち、移動局装置は、ＲＲＣシグナリング
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に応じて、ＵＬ－１のＰＵＣＣＨおよび／またはＵＬ－２のＰＵＣＣＨを使用して、チャ
ネル状態情報やスケジューリング要求を送信する。移動局装置は、ＵＬ－１へのＰＵＳＣ
Ｈのリソース割り当てがない場合は、ＵＬ－１のＰＵＣＣＨを使用して、ＵＬ－２へのＰ
ＵＳＣＨのリソース割り当てがない場合は、ＵＬ－２のＰＵＣＣＨを使用して、ＡＣＫ／
ＮＡＣＫ、および／または、チャネル状態情報、および／または、スケジューリング要求
を送信する。
【０１７３】
　さらに詳細を説明する。図１０Ａ～Ｄは、図９Ａ～Ｄと同様に、移動局装置が、上りリ
ンクのチャネル（ＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ）を使用して、データ（上りリンクデータ（Ｕ
Ｌ－ＳＣＨ）、および／または、制御データ）を送信している様子を示す図である。図１
０Ａ～Ｄは、図９Ａ～Ｄにそれぞれ対応している。
【０１７４】
　図１０Ａ～Ｄは、移動局装置が、サブフレーム＃ｎにおいて、上りリンクのチャネル（
ＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ）を使用して、どのようにデータを送信するのかを示す図である
。図１０Ａ～Ｄに示すように、サブフレーム＃ｎは、２つのスロット（ここでは、スロッ
ト＃ａ、スロット＃ａ＋１とする）から構成され、移動局装置は、ＰＵＳＣＨ、および／
または、ＰＵＣＣＨに配置されたデータを、１サブフレーム（同一のサブフレーム）を使
用して送信する。例えば、１サブフレーム（サブフレーム＃ｎ）は、１ｍｓであり、０．
５ｍｓの２つのスロット（スロット＃ａ、スロット＃ａ＋１）によって構成される。ＰＵ
ＣＣＨには、スロット間ホッピングが適用され、スロットごとにＰＵＣＣＨの周波数位置
が変更される。ＰＵＳＣＨにもスロット間ホッピングが適用される場合もある。ただし、
スロットごとの時間で見た場合、図９Ａ～Ｄで示されるパターンは維持される。
【０１７５】
　それぞれのケースについて説明する。図９Ａに対応して、図１０Ａは、ＵＬ－１ ＰＵ
ＳＣＨおよびＵＬ－２ ＰＵＳＣＨでの同一サブフレームでの送信を示している。図９Ｂ
に対応して、図１０Ｂは、ＵＬ－１ＰＵＣＣＨおよびＵＬ－２ ＰＵＳＣＨでの同一サブ
フレームでの送信を示している。図９Ｃに対応して、図１０Ｃは、ＵＬ－１ＰＵＳＣＨお
よびＵＬ－２ ＰＵＣＣＨでの同一サブフレームでの送信を示している。図９Ｄに対応し
て、図１０Ｄは、ＵＬ－１ＰＵＣＣＨおよびＵＬ－２ ＰＵＣＣＨでの送信を示している
。
【０１７６】
　ここで、移動局装置は、サブフレーム＃ｎで、ＵＬ－１および／またはＵＬ－２のＰＵ
ＣＣＨを使用して、情報（ＡＣＫ／ＮＡＣＫやチャネル状態情報やスケジューリング情報
）を送信する際に、２つのスロット（スロット＃ａ、スロット＃ａ＋１）に対応して、キ
ャリア要素（ＵＬ－１）の両端部分（エッジ部分）に配置されたＰＵＣＣＨ間を移動（ス
ロット間ホッピングと呼ばれる）しながら、送信を行なうことができる。すなわち、移動
局装置は、サブフレーム＃ｎでＵＬ－１および／またはＵＬ－２のＰＵＣＣＨを使用して
情報を送信する際に、スロット＃ａで、キャリア要素（ＵＬ－１および／またはＵＬ－２
）の両端部分（エッジ部分）に配置されたＰＵＣＣＨの片側（図１０では、ＵＬ－１の低
周波数側に配置されたＰＵＣＣＨ、および、ＵＬ－２の高い周波数側に配置されたＰＵＣ
ＣＨ）を使用し、スロット＃ａ＋１で、その反対側（図１０では、ＵＬ－１の高周波数側
に配置されたＰＵＣＣＨ、および、ＵＬ－２の低周波数側に配置されたＰＵＣＣＨ）を使
用して情報を送信できる。
【０１７７】
　このように、移動局装置が、スロット間ホッピングを使用して、情報（ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋやチャネル状態情報やスケジューリング情報）を基地局装置に送信することによって、
移動局装置から基地局装置へ送信される情報を、伝搬路の変動に対してより強くして（ダ
イバーシティ効果を持たせて）送信することができる。
【０１７８】
　図１０Ａ～Ｄでは、移動局装置は、ＵＬ－１の低周波数側に配置されたＰＵＣＣＨ、お
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よび、ＵＬ－２の高周波数側に配置されたＰＵＣＣＨから先に情報を送信したが、どちら
側に配置されたＰＵＣＣＨを先に使用して情報を送信するのかは、基地局装置からのＰＵ
ＣＣＨのリソース割り当てに応じて異なる。
【０１７９】
　上記までに示したように、本実施形態では、キャリア要素および／またはキャリア要素
グループから構成される広帯域な周波数帯域（ＵＬシステム帯域、ＤＬシステム帯域）を
使用して基地局装置と移動局装置が通信を行なう際に、基地局装置が、下りリンクの複数
のキャリア要素グループ（もしくは、キャリア要素）それぞれを使用して上りリンク送信
許可信号を送信し、この信号を受信した移動局装置が、下りリンクの複数のキャリア要素
グループ（もしくは、キャリア要素）に対応する上りリンクのキャリア要素それぞれのＰ
ＵＳＣＨを使用してデータ（上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）、および／または、制御
データ）を送信することによって、下りリンクのシステム帯域を構成するキャリア要素グ
ループ（もしくは、キャリア要素）それぞれと上りリンクのシステム帯域を構成するキャ
リア要素それぞれを対応させて通信を行なうことが可能となり、基地局装置から移動局装
置への制御情報（制御信号）を増加させることなく通信を行なうことができる。
【０１８０】
　また、基地局装置が、下りリンクの複数のキャリア要素グループ（もしくは、キャリア
要素）のいずれかを使用して上りリンクキャリア要素指示情報を含んだＲＲＣシグナリン
グを送信し、この信号を受信した移動局装置が、ＲＲＣシグナリングに含まれる上りリン
クキャリア要素指示情報に従って、上りリンクのキャリア要素のＰＵＣＣＨを使用してチ
ャネル状態情報やスケジューリング情報を送信することによって、下りリンクのシステム
帯域を構成するキャリア要素グループ（もしくは、キャリア要素）それぞれと上りリンク
のシステム帯域を構成するキャリア要素それぞれを対応させて通信を行なうことが可能と
なり、基地局装置から移動局装置への制御情報（制御信号）を増加させることなく通信を
行なうことができる。
【０１８１】
　このように、基地局装置が、下りリンクのキャリア要素グループ（もしくは、キャリア
要素）を使用して上りリンク送信許可信号、および／または、ＲＲＣシグナリング送信し
、移動局装置が、対応する上りリンクのキャリア要素を使用して上りリンクデータ、およ
び／または、制御データを基地局装置へ送信することによって、基地局装置から移動局装
置への制御情報（制御信号）を増加させることなく、下りリンク／上りリンクの通信を効
率的に行なうことができる。
【０１８２】
　本実施形態では、以下のような形態を採ることも可能である。すなわち、本実施形態の
移動通信システムは、基地局装置および移動局装置から構成される移動通信システムであ
って、前記移動局装置が使用可能な周波数帯域の中の一部の帯域幅を有する複数の上りリ
ンクのキャリア要素のそれぞれを、前記基地局装置が使用可能な周波数帯域の中の一部の
帯域幅を有する複数の下りリンクのキャリア要素または複数の下りリンクのキャリア要素
を含む複数の下りリンクのキャリア要素グループのそれぞれと対応させることによって、
前記基地局装置と前記移動局装置とが通信を行なうことを特徴としている。
【０１８３】
　このように、移動局装置が使用可能な周波数帯域の中の一部の帯域幅を有する複数の上
りリンクのキャリア要素のそれぞれを、前記基地局装置が使用可能な周波数帯域の中の一
部の帯域幅を有する複数の下りリンクのキャリア要素または複数の下りリンクのキャリア
要素を含む複数の下りリンクのキャリア要素グループのそれぞれと対応させることによっ
て、前記基地局装置と前記移動局装置とが通信を行なうので、基地局装置から移動局装置
へ通知する制御情報（制御信号）を増加させることなく、効率的な情報の通信を実現する
ことができる。
【０１８４】
　また、本実施形態の移動通信システムは、相互に対応するいずれか一組の下りリンクの
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キャリア要素および上りリンクのキャリア要素を用いて、前記基地局装置と前記移動局装
置とが通信を行なうことを特徴としている。
【０１８５】
　このように、相互に対応するいずれか一組の下りリンクのキャリア要素および上りリン
クのキャリア要素を用いて、前記基地局装置と前記移動局装置とが通信を行なうので、基
地局装置から移動局装置へ通知する制御情報を増加させることなく、効率的な情報の通信
を実現することができる。
【０１８６】
　また、本実施形態の移動通信システムは、前記基地局装置は、複数の下りリンクのキャ
リア要素それぞれで上りリンク送信許可信号を前記移動局装置に対して送信し、前記移動
局装置は、前記上りリンク送信許可信号に従って、前記複数の下りリンクのキャリア要素
に対応する上りリンクのキャリア要素それぞれで上りリンクの情報を前記基地局装置に対
して送信することを特徴としている。
【０１８７】
　このように、前記基地局装置は、複数の下りリンクのキャリア要素それぞれで上りリン
ク送信許可信号を前記移動局装置に対して送信し、前記移動局装置は、前記上りリンク送
信許可信号に従って、前記複数の下りリンクのキャリア要素に対応する上りリンクのキャ
リア要素それぞれで上りリンクの情報を前記基地局装置に対して送信するので、基地局装
置から移動局装置へ通知する制御情報を増加させることなく、効率的な情報の通信を実現
することができる。
【０１８８】
　また、本実施形態の移動通信システムは、前記基地局装置は、複数の下りリンクのキャ
リア要素を含む複数の下りリンクのキャリア要素グループそれぞれで上りリンク送信許可
信号を前記移動局装置に対して送信し、前記移動局装置は、前記上りリンク送信許可信号
に従って、前記複数の下りリンクのキャリア要素グループに対応する上りリンクのキャリ
ア要素それぞれで上りリンクの情報を前記基地局装置に対して送信することを特徴として
いる。
【０１８９】
　このように、前記基地局装置は、複数の下りリンクのキャリア要素を含む複数の下りリ
ンクのキャリア要素グループそれぞれで上りリンク送信許可信号を前記移動局装置に対し
て送信し、前記移動局装置は、前記上りリンク送信許可信号に従って、前記複数の下りリ
ンクのキャリア要素グループに対応する上りリンクのキャリア要素それぞれで上りリンク
の情報を前記基地局装置に対して送信するので、基地局装置から移動局装置へ通知する制
御情報を増加させることなく、効率的な情報の通信を実現することができる。
【０１９０】
　また、本実施形態の移動通信システムにおいて、前記基地局装置は、複数の下りリンク
のキャリア要素のいずれかで無線資源制御信号を前記移動局装置に対して送信し、前記移
動局装置が複数の上りリンクのキャリア要素で上りリンクの情報を送信するための物理上
りリンク制御チャネルのリソースを割り当てることを特徴としている。
【０１９１】
　このように、前記基地局装置は、複数の下りリンクのキャリア要素のいずれかで無線資
源制御信号を前記移動局装置に対して送信し、前記移動局装置が複数の上りリンクのキャ
リア要素で上りリンクの情報を送信するための物理上りリンク制御チャネルのリソースを
割り当てるので、基地局装置から移動局装置へ通知する制御情報を増加させることなく、
効率的な情報の通信を実現することができる。
【０１９２】
　また、本実施形態の移動通信システムにおいて、前記移動局装置は、基地局装置から複
数の下りリンクのキャリア要素のいずれかで送信される無線資源制御信号に従って、複数
の上りリンクのキャリア要素の物理上りリンク制御チャネルを使用して上りリンクの情報
を送信することを特徴としている。
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【０１９３】
　このように、前記移動局装置は、基地局装置から複数の下りリンクのキャリア要素のい
ずれかで送信される無線資源制御信号に従って、複数の上りリンクのキャリア要素の物理
上りリンク制御チャネルを使用して上りリンクの情報を送信するので、基地局装置から移
動局装置へ通知する制御情報を増加させることなく、効率的な情報の通信を実現すること
ができる。
【０１９４】
　また、本実施形態の移動通信システムにおいて、前記基地局装置は、複数の下りリンク
のキャリア要素を含む複数の下りリンクのキャリア要素グループのいずれかで無線資源制
御信号を前記移動局装置に対して送信し、前記移動局装置が複数の上りリンクのキャリア
要素で上りリンクの情報を送信するための物理上りリンク制御チャネルのリソースを割り
当てることを特徴としている。
【０１９５】
　このように、前記基地局装置は、複数の下りリンクのキャリア要素を含む複数の下りリ
ンクのキャリア要素グループのいずれかで無線資源制御信号を前記移動局装置に対して送
信し、前記移動局装置が複数の上りリンクのキャリア要素で上りリンクの情報を送信する
ための物理上りリンク制御チャネルのリソースを割り当てるので、基地局装置から移動局
装置へ通知する制御情報を増加させることなく、効率的な情報の通信を実現することがで
きる。
【０１９６】
　また、本実施形態の移動通信システムにおいて、前記移動局装置は、基地局装置から複
数の下りリンクのキャリア要素を含む複数の下りリンクのキャリア要素グループのいずれ
かで送信される無線資源制御信号に従って、複数の上りリンクのキャリア要素の物理上り
リンク制御チャネルを使用して上りリンクの情報を送信することを特徴としている。
【０１９７】
　このように、前記移動局装置は、基地局装置から複数の下りリンクのキャリア要素を含
む複数の下りリンクのキャリア要素グループのいずれかで送信される無線資源制御信号に
従って、複数の上りリンクのキャリア要素の物理上りリンク制御チャネルを使用して上り
リンクの情報を送信するので、基地局装置から移動局装置へ通知する制御情報を増加させ
ることなく、効率的な情報の通信を実現することができる。
【０１９８】
　また、本実施形態の移動通信システムにおいて、前記無線資源制御信号は、複数の上り
リンクのキャリア要素のうち、前記移動局装置が上りリンクの情報を送信するために使用
するいずれかの上りリンクのキャリア要素を指示する上りリンクキャリア要素指示情報を
含むことを特徴としている。
【０１９９】
　このように、前記無線資源制御信号は、複数の上りリンクのキャリア要素のうち、前記
移動局装置が上りリンクの情報を送信するために使用するいずれかの上りリンクのキャリ
ア要素を指示する上りリンクキャリア要素指示情報を含むので、基地局装置は、無線資源
制御信号によって、移動局装置に対してどのキャリア要素を使うのかを指示することが可
能となる。
【０２００】
　また、本実施形態の移動通信システムにおいて、前記移動局装置は、物理上りリンク共
用チャネルを使用して、上りリンクの情報を前記基地局装置に対して送信することを特徴
としている。
【０２０１】
　このように、移動局装置は、物理上りリンク共用チャネルを使用して、上りリンクの情
報を基地局装置に対して送信することによって、基地局装置から移動局装置へ通知する制
御情報を増加させることなく、効率的な情報の通信を実現することができる。
【０２０２】



(41) JP 5469072 B2 2014.4.9

10

20

30

40

50

　また、本実施形態の移動通信システムにおいて、前記移動局装置は、物理上りリンク制
御チャネルを使用して、上りリンクの情報を前記基地局装置に対して送信することを特徴
としている。
【０２０３】
　このように、移動局装置は、物理上りリンク制御チャネルを使用して、上りリンクの情
報を基地局装置に対して送信することによって、基地局装置から移動局装置へ通知する制
御情報を増加させることなく、効率的な情報の通信を実現することができる。
【０２０４】
　また、本実施形態の移動通信システムにおいて、前記基地局装置は、物理下りリンク共
用チャネルを使用して、下りリンクの情報を前記移動局装置に対して送信することを特徴
としている。
【０２０５】
　このように、基地局装置は、物理下りリンク共用チャネルを使用して、下りリンクの情
報を移動局装置に対して送信することによって、基地局装置から移動局装置へ通知する制
御情報を増加させることなく、効率的な情報の通信を実現することができる。
【０２０６】
　また、本実施形態の移動通信システムにおいて、前記基地局装置は、物理下りリンク制
御チャネルを使用して、下りリンクの情報を前記移動局装置に対して送信することを特徴
としている。
【０２０７】
　このように、基地局装置は、物理下りリンク制御チャネルを使用して、下りリンクの情
報を前記移動局装置に対して送信することによって、基地局装置から移動局装置へ通知す
る制御情報を増加させることなく、効率的な情報の通信を実現することができる。
【０２０８】
　また、本実施形態の移動通信システムにおいて、前記移動局装置は、上りリンクのキャ
リア要素の同一のサブフレームで、物理上りリンク共用チャネルおよび物理上りリンク制
御チャネルでの送信が発生した場合は、物理上りリンク共用チャネルを使用して、上りリ
ンクの情報を前記基地局装置に対して送信することを特徴としている。
【０２０９】
　このように、前記移動局装置は、上りリンクのキャリア要素の同一のサブフレームで、
物理上りリンク共用チャネルおよび物理上りリンク制御チャネルでの送信が発生した場合
は、物理上りリンク共用チャネルを使用して、上りリンクの情報を前記基地局装置に対し
て送信することによって、基地局装置から移動局装置へ通知する制御情報を増加させるこ
となく、効率的な情報の通信を実現することができる。
【０２１０】
　また、本実施形態の移動通信システムにおいて、前記移動局装置は、複数のキャリア要
素および／または複数のキャリア要素グループから構成される下りリンクのシステム帯域
に対するチャネル状態情報を、少なくとも１つの上りリンクのキャリア要素を用いて、前
記基地局装置に対して送信することを特徴としている。
【０２１１】
　このように、前記移動局装置は、複数のキャリア要素および／または複数のキャリア要
素グループから構成される下りリンクのシステム帯域に対するチャネル状態情報を、少な
くとも１つの上りリンクのキャリア要素を用いて、前記基地局装置に対して送信すること
によって、基地局装置から移動局装置へ通知する制御情報を増加させることなく、効率的
な情報の通信を実現することができる。
【０２１２】
　また、本実施形態の移動通信システムにおいて、前記移動局装置は、複数のキャリア要
素から構成される上りリンクのシステム帯域に対するスケジューリング要求情報を、少な
くとも１つの上りリンクのキャリア要素を用いて、前記基地局装置に対して送信すること
を特徴としている。
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　このように、前記移動局装置は、複数のキャリア要素から構成される上りリンクのシス
テム帯域に対するスケジューリング要求情報を、少なくとも１つの上りリンクのキャリア
要素を用いて、前記基地局装置に対して送信することによって、基地局装置から移動局装
置へ通知する制御情報を増加させることなく、効率的な情報の通信を実現することができ
る。
【０２１４】
　また、本実施形態の通信方法は、基地局装置および移動局装置から構成される移動通信
システムの通信方法であって、前記移動局装置が使用可能な周波数帯域の中の一部の帯域
幅を有する複数の上りリンクのキャリア要素のそれぞれを、前記基地局装置が使用可能な
周波数帯域の中の一部の帯域幅を有する複数の下りリンクのキャリア要素または複数の下
りリンクのキャリア要素を含む複数の下りリンクのキャリア要素グループのそれぞれと対
応させることによって、前記基地局装置と前記移動局装置とが通信を行なうことを特徴と
している。
【０２１５】
　このように、移動局装置が使用可能な周波数帯域の中の一部の帯域幅を有する複数の上
りリンクのキャリア要素のそれぞれを、前記基地局装置が使用可能な周波数帯域の中の一
部の帯域幅を有する複数の下りリンクのキャリア要素または複数の下りリンクのキャリア
要素を含む複数の下りリンクのキャリア要素グループのそれぞれと対応させることによっ
て、前記基地局装置と前記移動局装置とが通信を行なうので、基地局装置から移動局装置
へ通知する制御情報（制御信号）を増加させることなく、効率的な情報の通信を実現する
ことができる。
【０２１６】
　以上説明した実施形態において、基地局装置内の各機能や、移動局装置内の各機能を実
現するためのプログラムをコンピュータ読み取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒
体に記録されたプログラムをコンピュータシステムに読み込ませ、実行することにより基
地局装置や移動局装置の制御を行なっても良い。なお、ここでいう「コンピュータシステ
ム」とは、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものとする。
【０２１７】
　また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁気
ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハー
ドディスク等の記憶装置のことをいう。更に「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」と
は、インターネット等のネットワークや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送信
する場合の通信線のように、短時刻の間、動的にプログラムを保持するもの、その場合の
サーバやクライアントとなるコンピュータシステム内部の揮発性メモリのように、一定時
刻プログラムを保持しているものも含むものとする。また上記プログラムは、前述した機
能の一部を実現するためのものであっても良く、更に前述した機能をコンピュータシステ
ムに既に記録されているプログラムとの組み合わせで実現できるものであっても良い。
【０２１８】
　以上、この発明の実施形態について図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計等も特許請
求の範囲に含まれる。
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